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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の読み出しが可能な情報記録媒体であって、
　基板上に、再生光によって情報を読み出すことが可能な複数の情報記録層と、
　前記基板より最も遠い位置に設けられた透光層と、
　前記複数の情報層記録層の各々を分離する中間層とを有し、
　前記複数の情報記録層のうち、少なくとも１層が情報を読み出すことのみ可能な第１情
報記録層であり、
　他の情報記録層のうち少なくとも１層が情報を追記録することのみが又は情報を書き換
えることが可能な第２情報記録層で構成されており、
　前記情報記録媒体は、少なくとも第１、第２、第４および第５情報記録領域を含んでお
り、
　前記第１、第４および第５情報記録領域は、前記第１情報記録層に割り当てられ、
　前記第２情報記録領域は、前記第２情報記録層に割り当てられ、
　前記第１情報記録領域には、ソフトウェア又はコンテンツである第１情報が予め記録さ
れ、
　前記第２情報記録領域には、情報を追記録することのみが又は情報を書き換えることが
可能となっていると共に、前記第１情報の利用に供される第２情報が記録され、
　前記第４情報記録領域には、前記第２情報を自媒体の前記第２情報記録領域に記録して
バックアップを行うためのバックアップ処理プログラムが予め記録されており、
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　前記第５情報記録領域には、前記第１情報及び前記第２情報を自媒体以外の他の記録媒
体に記録してリストアを行うためのリストア処理プログラムが予め記録されており、
　前記第２情報は、前記第１情報の利用に供される更新情報であることを特徴とする情報
記録媒体。
【請求項２】
　前記情報記録媒体は、第３情報記録領域を含んでおり、
　前記第３情報記録領域は、前記第２情報記録層に割り当てられており、前記第２情報記
録領域に記録される情報をファイル単位で管理するためのファイル管理情報が予め記録さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　前記ファイル管理情報は、ファイルの属性を示すファイル属性情報を含んでおり、前記
第２情報は、該ファイル属性情報に基づいて記録されることを特徴とする請求項２に記載
の情報記録媒体。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の情報記録媒体に情報を記録し、該情報記録
媒体から情報を読み出すことが可能な情報記録再生装置であって、
　情報が記録される記録部と、
　前記記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認する第２情報確認手段と、
　前記第２情報確認手段によって前記記録部に前記第２情報が記録されていることが確認
された場合に、前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に記録する記録
制御手段とを備えていることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報記録再生装置と、該情報記録再生装置と通信可能な情報通信装置
とを連携させた連携システムであって、
　前記情報通信装置は、情報が記録される通信装置記録部を備えており、
　前記第２情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されているか否か
を確認し、
　前記情報通信装置は、前記第２情報確認手段によって前記通信装置記録部に前記第２情
報が記録されていることが確認された場合に、該第２情報を前記情報記録再生装置に送信
する送信制御手段とを備えており、
　前記情報記録再生装置は、前記送信制御手段によって送信された前記第２情報を受信す
る受信制御手段を備えており、
　前記情報記録再生装置の前記記録制御手段は、前記受信制御手段によって受信された前
記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に記録することを特徴とする連携
システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の情報記録媒体に情報を記録し、該情報記録媒体から情報を読み出すこ
とが可能な情報記録再生装置であって、
　情報が記録される記録部を備えており、
　前記記録部に前記第１情報が記録されているか否かを確認する第１情報確認手段と、
　前記記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認する第２情報確認手段と、
　前記第１情報確認手段によって前記第１情報が前記記録部に記録されていないと確認さ
れた場合に、前記第１情報を前記記録部に記録し、又は、前記第２情報確認手段によって
前記第２情報が前記記録部に記録されていないと確認された場合に、前記第２情報を前記
記録部に記録する記録制御手段とを備えていることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の情報記録再生装置と、該情報記録再生装置と通信可能な情報通信装置
とを連携させた連携システムであって、
　前記情報通信装置は、情報が記録される通信装置記録部を備えており、
　前記第１情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第１情報が記録されているか否か



(3) JP 5000632 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

を確認し、
　前記第２情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されているか否か
を確認し、
　前記情報記録再生装置は、前記第１情報確認手段によって前記通信装置記録部に前記第
１情報が記録されていないと確認された場合に、前記情報記録媒体の第１情報記録領域に
記録されている前記第１情報を送信し、又は、前記第２情報確認手段によって前記通信装
置記録部に前記第２情報が記録されていないと確認された場合に、前記情報記録媒体の第
２情報記録領域に記録されている前記第２情報を送信する送信制御手段を備えており、
　前記情報通信装置は、前記情報記録再生装置から前記第１情報を受信し又は前記第２情
報を受信する受信制御手段と、前記受信制御手段が受信した前記第１情報又は前記第２情
報を前記通信装置記録部に記録する記録制御手段とを備えていることを特徴とする連携シ
ステム。
【請求項８】
　請求項４又は６に記載の情報記録再生装置を動作させるための情報記録再生装置の制御
プログラムであって、コンピュータを前記各手段として機能させるための情報記録再生装
置の制御プログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載の情報記録再生装置の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り
可能な記録媒体。
【請求項１０】
　請求項５又は７に記載の連携システムを動作させるための連携システムの制御プログラ
ムであって、コンピュータを前記各手段として機能させるための連携システムの制御プロ
グラム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の連携システムの制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可
能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種情報が記録される複数の情報記録領域を有する情報記録媒体、該情報記
録媒体に情報を記録し又は該情報記録媒体から情報を読み出すことが可能な情報記録再生
装置、該情報記録再生装置と通信可能な情報通信装置とを連携させた連携システム、これ
らの装置又はシステムの制御プログラム、並びに、該制御プログラムを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ＰＣ（Personal Computer）にインストールされたＯＳ（Operating System
）やアプリケーション等のデータの破損に備え、別の記録メディアに全く同一のデータを
保存しておくバックアップや、バックアップされたファイルやデータを使って元の状態に
戻すリストア（復元）が広く行われている。
【０００３】
　バックアップの方法の例としては、ＰＣ外部の記録メディアにバックアップをとる方法
、ＰＣとネットワークで接続されたサーバ装置などにバックアップをとる方法及びＰＣに
接続されたハードディスク装置などの記憶装置にバックアップをとる方法などが例示でき
る。
【０００４】
　このようなバックアップ又はリストアに関する技術の一例として特許文献１のデータバ
ックアップ方法がある。
【０００５】
　この特許文献１に開示されたデータバックアップ方法では、１つのパーティション内に
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２つの記憶領域を設けて、一方の記憶領域に記録された内容を他方の記憶領域に記憶させ
るバックアップ方法を採用することによって、パーティションの意義を理解できないＰＣ
の初心者やお年寄りなどでも簡単にデータのバックアップを行えるようにしている。なお
、パーティションとは、ハードディスクをソフトウェア的に複数のドライブに分けるため
に生成される区分のことである。
【特許文献１】特開２００７－９４５９０号公報（２００７年４月１２日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、近年、インターネットの普及に伴い、ＯＳやアプリケーション等のセキュリ
ティーを向上させる目的や、より使いやすいものにバージョンアップする目的で、インタ
ーネット等を利用して、頻繁に更新情報などをインストールする機会が多くなってきてい
る。
【０００７】
　また、ＰＣのＨＤＤ（hard disk disc drive）に記録されているＯＳやアプリケーショ
ン等の更新情報、並びに、ユーザ設定データ等は、ＯＳやアプリケーション等が記録され
ているＨＤＤと同一のＨＤＤ内に保存されるのが現在のところ一般的となっている。
【０００８】
　このため、ＨＤＤが破損し、ＯＳやアプリケーション等の更新情報などが失われたよう
な場合には、そのリストアは、まずＯＳやアプリケーション等のソフトウェア本体をイン
ストールディスクから再インストールして取得時の状態（全く更新されていない状態）に
戻し、それから更新情報などを、インターネットの更新情報などの配信先から直接再イン
ストールするなどの煩雑な作業が必要となる。
【０００９】
　一方、インターネットに接続されていない若しくは接続できなくなったＰＣ環境の場合
、失われたＯＳやアプリケーション等をリストアする場合には、ＯＳやアプリケーション
等が失われる前に、予めバックアップ用記録媒体を用意してバックアップしておき、該バ
ックアップ用記録媒体を用いて再インストールする必要がある。
【００１０】
　また、上述したように、失われた更新情報などは、通常バックアップされないので、そ
の更新情報などをリストアする場合には、更新情報などの作成先に問い合わせて再度郵送
等してもらうなどの面倒な作業が必要となる。
【００１１】
　特に、ＯＳやアプリケーション等のユーザ設定データは、通常バックアップできないの
で、必然的にＯＳやアプリケーション等のインストール後、再設定する必要があるので問
題は深刻である。
【００１２】
　また、バックアップ用記録媒体として記憶容量の小さい光ディスクを用いた場合には、
例えば、ＯＳをバックアップしたり、再インストールしたりする場合などには、バックア
ップやインストール時に何度も光ディスクの入れ替えが必要になり、ユーザに課される労
力が非常に大きくなってしまうという問題点がある。さらに、何枚も光ディスクを別途用
意する必要があるのでバックアップするために必要以上に余計なコストがかかってしまう
という問題点もある。
【００１３】
　以上のように、ＨＤＤ内のＯＳやアプリケーションソフト等、並びに、その更新情報及
びユーザ設定データなどが失われた場合、再度もとの状態に復元するためには、非常に時
間と労力を要してしまうという問題点がある。
【００１４】
　ところで、近年、光ディスク等の光情報記録媒体の記録容量が増大し、例えば、一枚の
ＤＶＤ－ＲＯＭ（Digital Versatile Disc - Read Only Memory）で、約２００分程度の
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映像／音声データを記録できるようになってきている。
【００１５】
　今後は、Ｂｌｕ－ｒａｙ Ｄｉｓｃ（登録商標）などの登場に伴い、光ディスクの記録
容量が益々増大し、一枚の光ディスクに何十時間にも及ぶ映像／音声データの記録が可能
となるものと考えられる。
【００１６】
　このような状況下では、一枚の光ディスクをバックアップ用記録媒体としてＯＳなどを
バックアップしたり、リストアしたりすることも充分考えられる。
【００１７】
　しかしながら、上述のように、ＯＳやアプリケーションソフト等とこれらの利用に供さ
れる更新情報などの各種情報とは、インストール時には、物理的・時間的に独立した情報
として流通しているものの、その消滅時には、ＨＤＤの破損等により運命を共にする状況
にある。
【００１８】
　加えて、上述したように、更新情報等は、インストール時には、ＯＳやアプリケーショ
ンソフト等と物理的・時間的に独立した情報として流通しているため、その他の全く無関
係な情報と混在した状態で、ＨＤＤに時間的・物理的に無秩序に記録されているのが現状
である。
【００１９】
　本発明は、前記従来の問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、ソフトウェア
、コンテンツ及びこれらの利用に供される更新情報などの各種情報のバックアップやリス
トアなどを必要な時間と労力を低減させて簡単に行うことができる情報記録媒体、情報記
録再生装置、連携システム、これらの装置又はシステムの制御プログラム及びコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の情報記録媒体は、前記課題を解決するために、情報の読み出しが可能な情報記
録媒体であって、少なくとも第１情報記録領域と第２情報記録領域とが設けられており、
前記第１情報記録領域は、ソフトウェア又はコンテンツである第１情報が予め記録されて
おり、前記第２情報記録領域は、情報を追記録することのみが又は情報を書き換えること
が可能となっていると共に、前記第１情報の利用に供される第２情報が記録されることを
特徴としている。
【００２１】
　前記構成によれば、第１情報記録領域にソフトウェア又はコンテンツである第１情報が
予め記録されている１つの情報記録媒体に対して、同媒体の第２情報記録領域に第１情報
の利用に供される第２情報が記録されるようになっている。
【００２２】
　なお、第１情報は、１種類であっても良いし、複数種類存在しても良い。また、第２情
報は、１種類の第１情報に対して複数存在していても良い。例えば、１種類の第１情報に
対して作成日時又は更新日時の異なる複数の第２情報が存在する場合などが例示できる。
【００２３】
　それゆえ、第２情報を記録するために別途バックアップ用記録媒体を用意する必要がな
く、第１情報と第２情報との物理的・時間的分離を極力回避することができ、必要な時間
と労力を低減させて、低コストでのバックアップが可能になる。
【００２４】
　また、第２情報は、同媒体の第２情報記録領域に記録されることがわかっているので、
第２情報が時間的・物理的に無秩序に記録されるような場合と異なり、第２情報がどこに
記録されているかを探索した上で第２情報を再インストールしたりするといった無駄な作
業を行わなくても良い。
【００２５】
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　また、第２情報として随時最新のものを記録しておくようにすれば、リストア時の面倒
な作業が不要となり、第１情報の利用に供される第２情報を含めた確実なリストアが可能
になる。
【００２６】
　以上より、ソフトウェア、コンテンツ及びこれらの利用に供される第２情報のバックア
ップやリストアなどを必要な時間と労力を低減させて、１つの情報記録媒体で簡単に行う
ことができる。
【００２７】
　なお、「情報記録媒体」には、磁気を利用した磁気記録媒体や、光を利用した光情報記
録媒体などが含まれる。
【００２８】
　ここで、「ソフトウェア」とは、コンピュータを機能させるように命令を組合せて表現
したプログラムのことである。ＯＳなどの応用ソフトや、アプリケーションソフトなどが
含まれる。
【００２９】
　「コンテンツ」とは、コンピュータの処理対象となる情報のことであり、データベース
に蓄積されたデータや、画像、動画、音楽、音声データなど、ソフトウェアの処理対象と
なるさまざまな情報が含まれる。
【００３０】
　「バックアップ」とは、システムの異常などによるデータの破損に備え別の記憶装置や
記憶媒体に全く同じデータを保存しておくことである。
【００３１】
　「リストア」とは、バックアップされたファイルやデータを使って元の状態に戻すこと
である。
【００３２】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、前記第２情報は、前記第１情報の
利用に供される更新情報であっても良い。
【００３３】
　すなわち、「第２情報」は、ソフトウェア又はコンテンツ（第１情報）の利用に供され
る情報であり、応用ソフトやアプリケーションソフトなどのソフトウェアのセキュリティ
ー向上のための利用や、バージョンアップのための利用に供される更新情報や、ユーザに
よる所望の機能設定のための利用に供されるユーザ設定情報などが例示できる。
【００３４】
　また、「第２情報」には、動画・音声などのコンテンツ（第１情報）の不具合等を補正
・訂正・修正・較正等するための利用に供される動画修正情報などや、コンテンツのより
有効な利用に供されるためにコンテンツに付加される各種付加情報、コンテンツに付属す
る各種付属情報なども含まれる。
【００３５】
　さらに、アプリケーションソフト（第１情報）に標準的に備わっている機能に、新たに
機能を追加することは、プラグイン（アドイン）と呼ばれるが、「第２情報」には、この
ようなプラグイン機能をアドインソフトなどで実現するような情報（第２情報）なども含
まれる。また、第１情報がデータベースであるような場合、該データベースの利用に供さ
れる追加データなども「第２情報」に含まれる。
【００３６】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、基板上に、再生光によって情報を
読み出すことが可能な複数の情報記録層と、前記基板より最も遠い位置に設けられた透光
層と、前記複数の情報層記録層の各々を分離する中間層とを有し、前記複数の情報記録層
のうち、少なくとも１層が情報を読み出すことのみ可能な第１情報記録層であり、他の情
報記録層のうち少なくとも１層が情報を追記録することのみが又は情報を書き換えること
が可能な第２情報記録層で構成されており、前記第１情報記録領域は、前記第１情報記録
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層に割り当てられ、前記第２情報記録領域は、前記第２情報記録層に割り当てられている
ことが好ましい。
【００３７】
　前記構成によれば、情報記録媒体は、複数の情報記録層を含んでおり、前記各情報記録
層の情報は、再生光によって読み出すことが可能となっている。
【００３８】
　ここで「情報記録層」は、例えば、情報が記録される情報記録領域若しくは情報記録面
を含んでおり、特定の記録特性を備える反射膜や記録膜等からなる単膜、多層膜、又は２
層間の界面における媒体面方向（再生光の入射面の面内方向）の所定範囲を指す。
【００３９】
　また、本発明の情報記録媒体に記録される第１情報・第２情報などの各種情報は、情報
記録媒体の出荷時に予め情報が記録される場合、出荷後にユーザによって情報が記録され
る場合及び出荷後に以下で説明する情報記録再生装置・連携システムの動作において情報
が記録される場合などを含む概念である。
【００４０】
　また、情報記録媒体は、少なくとも一層が、情報を読み出すことのみ可能な第１情報記
録層（ＲＯＭ層）である。
【００４１】
　また、前記第１情報記録層と異なる残りの情報記録層のうち、少なくとも一層が情報を
追記録することのみが又は情報を書き換えることが可能な第２情報記録層（Ｒ又はＲＥ層
）である。
【００４２】
　すなわち、情報記録媒体は、ＲＯＭ層、ＲＥ層及びＲ層といった記録特性の異なる情報
記録層が多層化されたいわゆるハイブリッド光情報記録媒体である。
【００４３】
　また、「追記録することのみが可能」とは、情報の読み出しは可能であり、記録におい
て、追記録のみ可能であることを指す。
【００４４】
　以上のような構造を有する情報記録媒体は、いわゆる光情報記録媒体であり、前記第１
情報記録領域は、前記第１情報記録層に割り当てられ、前記第２情報記録領域は、前記第
２情報記録層に割り当てられている。
【００４５】
　よって、ＲＯＭ層の第１情報記録領域には、予めソフトウェアやアプリケーションソフ
トなどのいわゆる固定データ（第１情報）を予め記録させておくことが可能である。
【００４６】
　また、Ｒ又はＲＥ層の第２情報記録領域には、第１情報の利用に供される第２情報を記
録させることができる。
【００４７】
　よって、以上により、本発明をハイブリッド光情報記録媒体に適用することができるた
め、自媒体の記憶容量を単層の情報記録媒体に比べて高くすることができる。
【００４８】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、第３情報記録領域を含んでおり、
　前記第３情報記録領域は、（前記第２情報記録層に割り当てられており、）前記第２情
報記録領域に記録される情報をファイル単位で管理するためのファイル管理情報が予め記
録されていることが好ましい。
【００４９】
　前記構成によれば、前記第２情報記録領域に記録される情報をファイル管理情報に基づ
いてファイル単位で管理することができる。
【００５０】
　これにより、文字や数値、画像や音声、プログラムなどＰＣなどで扱えるすべてのデー
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タを該ファイルに入れて管理することができる。
【００５１】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、前記ファイル管理情報は、ファイ
ルの属性を示すファイル属性情報を含んでおり、前記第２情報は、該ファイル属性情報に
基づいて記録されることが好ましい。
【００５２】
　ここで、「ファイル属性情報」とは、ファイルの名前やサイズ、作成日時、更新日時な
どファイルに付記された情報のことである。
【００５３】
　よって、例えば、ファイルの名前やファイルＩＤ（identification）などにより、複数
のファイル（すなわち、複数の第２情報）を物理的に区別して管理したり、ファイルの更
新日時などにより、複数のファイルを時間的に区別したりして管理することができる。こ
れにより、例えば、更新情報を例にとれば、複数の第１情報のうち、特定の第１情報の利
用に供される最新の更新情報を特定することなどが可能となる。
【００５４】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、第４情報記録領域を含んでおり、
　前記第４情報記録領域は、（前記第１情報記録層に割り当てられており、）前記第２情
報を自媒体の前記第２情報記録領域に記録してバックアップを行うためのバックアップ処
理プログラムが予め記録されていることが好ましい。
【００５５】
　前記構成によれば、例えば、以下で説明する情報記録再生装置などに本発明の情報記録
媒体を装填したときなどに自動的にバックアップを実行させることなどが可能となる。
【００５６】
　なお、「プログラム」は、コンピュータを機能させるように命令を組合せて表現したも
のであり、実行形式プログラム、中間コードプログラム及びソースプログラムなどいずれ
の段階のプログラムも含まれる。以下の各種プログラムも同様である。
【００５７】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記構成に加えて、第５情報記録領域を含んでおり、
前記第５情報記録領域は、（前記第１情報記録層に割り当てられており、）前記第１情報
及び前記第２情報を自媒体以外の他の記録媒体に記録してリストアを行うためのリストア
処理プログラムが予め記録されていることが好ましい。
【００５８】
　前記構成によれば、例えば、以下で説明する情報記録再生装置などに本発明の情報記録
媒体を装填したときなどに自動的にリストアを実行させることなどが可能となる。
【００５９】
　また、本発明の情報記録再生装置は、前記課題を解決するために、情報の読み出しが可
能な、少なくとも第１情報記録領域と第２情報記録領域とが設けられており、前記第１情
報記録領域は、ソフトウェア又はコンテンツである第１情報が予め記録されており、前記
第２情報記録領域は、情報を追記録することのみが又は情報を書き換えることが可能とな
っていると共に前記第１情報の利用に供される第２情報が記録される情報記録媒体に情報
を記録し、該情報記録媒体から情報を読み出すことが可能な情報記録再生装置であって、
情報が記録される記録部と、前記記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認す
る第２情報確認手段と、前記第２情報確認手段によって前記記録部に前記第２情報が記録
されていることが確認された場合に、前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報記
録領域に記録する記録制御手段とを備えていることを特徴としている。
【００６０】
　前記構成によれば、第２情報確認手段は、情報記録再生装置の記録部に前記第２情報が
記録されているか否かを確認するようになっている。
【００６１】
　また、記録制御手段は、前記第２情報確認手段によって前記記録部に前記第２情報が記
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録されていることが確認された場合に、前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報
記録領域に記録するようになっている。
【００６２】
　よって、本発明の情報記録再生装置は、情報記録再生装置の記録部に記録されている第
２情報を、前記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に記録してバックアップを実行する
ことができる。
【００６３】
　また、前記第２情報確認手段によって前記記録部に前記第２情報が記録されていること
が確認された場合にしかバックアップを実行しないので、不必要にバックアップが実行さ
れることを防止することができる。
【００６４】
　また、本発明の連携システムは、前記構成に加えて、前記情報記録再生装置と、該情報
記録再生装置と通信可能な情報通信装置とを連携させた連携システムであって、前記情報
通信装置は、情報が記録される通信装置記録部を備えており、前記第２情報確認手段は、
前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認し、前記情報通信装置
は、前記第２情報確認手段によって前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されている
ことが確認された場合に、該第２情報を前記情報記録再生装置に送信する送信制御手段と
を備えており、前記情報記録再生装置は、前記送信制御手段によって送信された前記第２
情報を受信する受信制御手段を備えており、前記情報記録再生装置の前記記録制御手段は
、前記受信制御手段によって受信された前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報
記録領域に記録しても良い。
【００６５】
　前記構成によれば、連携システムは、前記情報記録再生装置と、該情報記録再生装置と
通信可能な情報通信装置とを連携させたものである。ここで、「通信」は、有線通信、無
線通信のいずれの通信方法も含まれる。
【００６６】
　また、前記構成によれば、連携システムの前記情報通信装置は、情報が記録される通信
装置記録部を備えている。これにより、連携システムは、通信装置記録部に情報を記録す
ることができる。
【００６７】
　また、前記構成によれば、第２情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第２情報が
記録されているか否かを確認し、前記情報通信装置の送信制御手段は、前記第２情報確認
手段によって前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されていることが確認された場合
に、該第２情報を前記情報記録再生装置に送信するようになっている。
【００６８】
　これにより、送信制御手段は、前記第２情報確認手段によって前記通信装置記録部に前
記第２情報が記録されていることが確認された場合にしか、該第２情報を前記情報記録再
生装置に送信しないので、第２情報の無駄な送信を防止することができる。
【００６９】
　また、前記構成によれば、前記情報記録再生装置の受信制御手段は、前記送信制御手段
によって送信された前記第２情報を受信するようになっている。
【００７０】
　また、前記構成によれば、前記情報記録再生装置の前記記録制御手段は、前記受信制御
手段によって受信された前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に記録
するようになっている。
【００７１】
　これにより、前記情報記録再生装置と通信可能な情報通信装置の通信装置記録部から前
記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に前記第２情報を記録してバックアップを行うこ
とが可能となる。
【００７２】
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　また、本発明の情報記録再生装置は、前記課題を解決するために、情報の読み出しが可
能な、少なくとも第１情報記録領域と第２情報記録領域とが設けられており、前記第１情
報記録領域は、ソフトウェア又はコンテンツである第１情報が予め記録されており、前記
第２情報記録領域は、情報を追記録することのみが又は情報を書き換えることが可能とな
っていると共に前記第１情報の利用に供される第２情報が記録される情報記録媒体に情報
を記録し、該情報記録媒体から情報を読み出すことが可能な情報記録再生装置であって、
情報が記録される記録部を備えており、前記記録部に前記第１情報が記録されているか否
かを確認する第１情報確認手段と、前記記録部に前記第２情報が記録されているか否かを
確認する第２情報確認手段と、前記第１情報確認手段によって前記第１情報が前記記録部
に記録されていないと確認された場合に、前記第１情報を前記記録部に記録し、又は、前
記第２情報確認手段によって前記第２情報が前記記録部に記録されていないと確認された
場合に、前記第２情報を前記記録部に記録する記録制御手段とを備えていることを特徴と
している。
【００７３】
　前記構成によれば、第１情報確認手段は、情報記録再生装置の記録部に前記第１情報が
記録されているか否かを確認するようになっている。また、第２情報確認手段は、情報記
録再生装置の記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認するようになっている
。
【００７４】
　また、記録制御手段は、前記第１情報確認手段によって前記第１情報が前記記録部に記
録されていないと確認された場合に、前記第１情報を前記記録部に記録し、又は、前記第
２情報確認手段によって前記第２情報が前記記録部に記録されていないと確認された場合
に、前記第２情報を前記記録部に記録するようになっている。
【００７５】
　よって、本発明の情報記録再生装置は、前記情報記録媒体の第１情報記録領域に記録さ
れている第１情報、又は、前記情報記録媒体の第２情報記録領域に記録されている第２情
を情報記録再生装置の記録部に記録してリストアを実行することができる。
【００７６】
　また、前記第１情報確認手段によって、前記情報記録再生装置の記録部に第１情報が記
録されていないと確認された場合、又は、前記第２情報確認手段によって前記情報記録再
生装置の記録部に前記第２情報が記録されていることが確認された場合にしかリストアを
実行しないので、不必要にリストアが実行されることを防止することができる。
【００７７】
　また、本発明の連携システムは、前記構成に加えて、前記情報記録再生装置と、該情報
記録再生装置と通信可能な情報通信装置とを連携させた連携システムであって、前記情報
通信装置は、情報が記録される通信装置記録部を備えており、前記第１情報確認手段は、
前記通信装置記録部に前記第１情報が記録されているか否かを確認し、前記第２情報確認
手段は、前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認し、前記情報
記録再生装置は、前記第１情報確認手段によって前記通信装置記録部に前記第１情報が記
録されていないと確認された場合に、前記情報記録媒体の第１情報記録領域に記録されて
いる前記第１情報を送信し、又は、前記第２情報確認手段によって前記通信装置記録部に
前記第２情報が記録されていないと確認された場合に、前記情報記録媒体の第２情報記録
領域に記録されている前記第２情報を送信する送信制御手段を備えており、前記情報通信
装置は、前記情報記録再生装置から前記第１情報を受信し又は前記第２情報を受信する受
信制御手段と、前記受信制御手段が受信した前記第１情報又は前記第２情報を前記通信装
置記録部に記録する記録制御手段とを備えていても良い。
【００７８】
　前記構成によれば、連携システムは、前記情報記録再生装置と、該情報記録再生装置と
通信可能な情報通信装置とを連携させたものである。ここで、「通信」は、有線通信、無
線通信のいずれの通信方法も含まれる。
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【００７９】
　また、前記構成によれば、連携システムの前記情報通信装置は、情報が記録される通信
装置記録部を備えている。これにより、連携システムは、通信装置記録部に情報を記録す
ることができる。
【００８０】
　また、前記構成によれば、第１情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第１情報が
記録されているか否かを確認し、送信制御手段は、前記第１情報確認手段によって前記通
信装置記録部に前記第１情報が記録されていないと確認された場合に、該第１情報を前記
情報通信装置に送信するようになっている。
【００８１】
　一方、第２情報確認手段は、前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されているか否
かを確認し、送信制御手段は、前記第２情報確認手段によって前記通信装置記録部に前記
第２情報が記録されていないと確認された場合に、該第２情報を前記情報通信装置に送信
するようになっている。
【００８２】
　これにより、送信制御手段は、前記第１情報確認手段によって前記通信装置記録部に前
記第１情報が記録されていないことが確認された場合又は前記第２情報確認手段によって
前記通信装置記録部に前記第２情報が記録されていないことが確認された場合にしか、第
１情報又は第２情報を前記情報通信装置に送信しないので、第１情報又は第２情報の無駄
な送信を防止することができる。
【００８３】
　また、前記構成によれば、前記情報通信装置の受信制御手段は、前記情報記録再生装置
から前記第１情報を受信し又は前記第２情報を受信するようになっている。
【００８４】
　また、前記構成によれば、前記情報通信装置の前記記録制御手段は、前記受信制御手段
によって受信された前記第１情報を前記情報通信装置の通信装置記憶部に記録し、又は、
前記受信制御手段によって受信された前記第２情報を前記情報通信装置の通信装置記憶部
に記録するようになっている。
【００８５】
　これにより、前記情報記録媒体の前記第１情報記録領域又は前記第２情報記録領域から
前記情報記録再生装置と通信可能な情報通信装置の通信装置記録部に前記第１情報又は前
記第２情報を記録してリストアを行うことが可能となる。
【００８６】
　なお、前記情報記録再生装置、前記情報通信装置及びこれらを連携させた連携システム
、並びに、前記各装置又は前記連携システムの制御方法における各手段、各機能、各ステ
ップ及び各処理のそれぞれは、コンピュータによって実現してもよく、この場合には、コ
ンピュータを各手段として動作させ、コンピュータに各機能を実現させ、若しくはコンピ
ュータに各ステップ及び各処理を実行させることにより前記情報記録再生装置、前記情報
通信装置、連携システム、並びに、前記各装置又は前記連携システムの制御方法を、コン
ピュータにて実現させる前記情報記録再生装置の制御プログラム、前記情報通信装置の制
御プログラム及び前記連携システムの制御プログラム、並びに、前記各プログラムを記録
したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００８７】
　本発明の情報記録媒体は、以上のように、情報の読み出しが可能な情報記録媒体であっ
て、少なくとも第１情報記録領域と第２情報記録領域とが設けられており、前記第１情報
記録領域は、ソフトウェア又はコンテンツである第１情報が予め記録されており、前記第
２情報記録領域は、情報を追記録することのみが又は情報を書き換えることが可能となっ
ていると共に、前記第１情報の利用に供される第２情報が記録されるものである。
【００８８】
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　また、本発明の情報記録再生装置は、以上のように、情報が記録される記録部と、前記
記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認する第２情報確認手段と、前記第２
情報確認手段によって前記記録部に前記第２情報が記録されていることが確認された場合
に、前記第２情報を前記情報記録媒体の前記第２情報記録領域に記録する記録制御手段と
を備えているものである。
【００８９】
　また、本発明の情報記録再生装置は、以上のように、情報が記録される記録部を備えて
おり、前記記録部に前記第１情報が記録されているか否かを確認する第１情報確認手段と
、前記記録部に前記第２情報が記録されているか否かを確認する第２情報確認手段と、前
記第１情報確認手段によって前記第１情報が前記記録部に記録されていないと確認された
場合に、前記第１情報を前記記録部に記録し、又は、前記第２情報確認手段によって前記
第２情報が前記記録部に記録されていないと確認された場合に、前記第２情報を前記記録
部に記録する記録制御手段とを備えているものである。
【００９０】
　それゆえ、ソフトウェア、コンテンツ及びこれらの利用に供される更新情報などの各種
情報のバックアップやリストアなどを必要な時間と労力を低減させて簡単に行うことがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００９１】
　本発明の一実施形態について図１～図８に基づいて説明すれば、以下の通りである。
【００９２】
　　〔１．情報記録媒体の構成の概要、記録情報及びその内容〕
　まず、図１に基づき、本発明の一実施形態である光情報記録媒体（情報報記録媒体）２
００の構成について説明する。図１は、本実施形態の光情報記録媒体２００の構成の概要
、記録情報及びその内容を概念的に示す模式図である。
【００９３】
　本実施形態の光情報記録媒体２００は、図１の上部に示すように、光ヘッド１２からの
再生光の入射側から、透光層１０、第１情報記録層（情報を読み出すことのみ可能な層，
情報記録層）２０、中間層３０、第２情報記録層（情報を追記録することのみが又は情報
を書き換えることが可能な層，情報記録層）４０及び基板５０が設けられた構成である。
なお、紙面に対して上側から見れば、基板５０上に、第２情報記録層４０、中間層３０、
第１情報記録層２０及び透光層１０が、この順で積層されていると言っても良い。
【００９４】
　第１情報記録層２０及び第２情報記録層４０の情報は、再生光によって読み出すことが
可能となっている。
【００９５】
　なお、光情報記録媒体２００では、情報記録層は、第１情報記録層２０及び第２情報記
録層４０の２層のみとなっているが、情報記録層は、３層以上であっても良い。
【００９６】
　第１情報記録層２０は、いわゆる再生専用の情報記録層であり、情報を読み出すことの
み可能な層（ＲＯＭ層：Read Only Memory Layer）である。
【００９７】
　また、第２情報記録層４０は、いわゆる追記録型又書き換え型の情報記録層であり、情
報を追記録することのみが可能な層（Ｒ層：Recordable Layer）又は情報を書き換えるこ
とが可能な層（ＲＥ層：RE-writable Layer）のいずれであっても良い。
【００９８】
　なお、透光層１０、第１情報記録層２０、中間層３０、第２情報記録層４０及び基板５
０の具体的な構成材料等の例については、後述する。
【００９９】
　また、第１情報記録層２０（ＲＯＭ層）は、光情報記録媒体２００の外周側から、第１
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情報記録領域２０Ａ、第４情報記録領域２０Ｂ及び第５情報記録領域２０Ｃの少なくとも
３つの記憶領域を含んでいる。
【０１００】
　一方、第２情報記録層４０（Ｒ層／ＲＥ層）は、光情報記録媒体２００の外周側から、
第２情報記録領域４０Ａ及び第３情報記録領域４０Ｂの少なくとも２つの記憶領域を含ん
でいる。
【０１０１】
　ところで、ＲＯＭ層は、例えば、異なる材料の界面上に凹凸形状でのプリピット列が形
成されて情報が記録される場合がある。そこで、以下では、ＲＯＭ層の場合、「情報記録
面」に情報が記録されると言う場合がある。
【０１０２】
　一方、ＲＥ層若しくはＲ層の場合は、例えば、情報記録層の媒体表面方向における情報
記録領域の物理的性質を変化させることにより情報が記録される。そこで、以下では、Ｒ
Ｅ層若しくはＲ層の場合、「情報記録領域」に情報が記録されると言う場合がある。
【０１０３】
　すなわち、「情報記録層」は、以上のように、情報が記録される情報記録領域若しくは
情報記録面を含んでおり、特定の記録特性を備える反射膜や記録膜等からなる単膜、多層
膜、又は２層間の界面における媒体面方向（再生光の入射面の面内方向）の所定範囲を指
す。
【０１０４】
　なお、上記のように、「情報記録層」を、「情報記録面」に情報が記録される場合と、
「情報記録領域」に情報が記録される場合とに区別して説明すると煩雑となるので、以下
では、原則として、「情報記録層の情報記録領域に情報が記録される」などと言うことに
する。
【０１０５】
　また、光情報記録媒体２００に記録される情報は、光情報記録媒体２００の出荷時に予
め情報が記録される場合、出荷後にユーザによって情報が記録される場合及び出荷後に以
下で説明するバックアップ／リストアシステム（連携システム）１又は光ディスク装置（
情報記録再生装置）２の動作において情報が記録される場合などを含む概念である。
【０１０６】
　すなわち、光情報記録媒体２００は、ＲＯＭ層、ＲＥ層及びＲ層といった記録特性の異
なる情報記録層が多層化されたいわゆるハイブリッド光情報記録媒体である。
【０１０７】
　また、「追記録することのみが可能」とは、情報の読み出しは可能であり、記録におい
て、追記録のみ可能であることを指す。
【０１０８】
　次に、図１の下部に基づき、光情報記録媒体２００の第１情報記録層２０及び第２情報
記録層４０の各情報記録層に設けられた各情報記録領域に記録される情報（データ）につ
いて説明する。
【０１０９】
　図１に示すように、第１情報記録領域２０Ａは、第１情報記録層２０に割り当てられた
情報記録領域であり、ＯＳ（オペレーティング・システム：第１情報，ソフトウェア）
やアプリケーションソフトなどの各種ソフトウェア（第１情報）やｍｐｅｇデータ（エム
ペグファイル：第１情報，コンテンツ，動画データ）などの各種コンテンツ（第１情報）
、いわゆる固定データが記録される領域である。なお、第１情報記録領域２０Ａは、各種
ソフトウェア又は各種ソフトウェアが複数記録されていても良いが、煩雑さをさけるため
、図１では、ＯＳのみが記録されている例を示している。
【０１１０】
　ここで、「ソフトウェア（第１情報）」とは、コンピュータを機能させるように命令を
組合せて表現したプログラムのことである。例えば、ＯＳなどの応用ソフトや、表計算ソ
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フトなどのアプリケーションソフトなどを含む広い概念である。
【０１１１】
　「コンテンツ（第１情報）」とは、コンピュータの処理対象となる情報のことである。
データベースに蓄積されたデータや、画像、動画、音楽、音声データ、及びメール等のテ
キストデータ、ＷＥＢページに掲載されているデータ、写真やカメラ立ち上げ時のファイ
ンダ画面、並びに、ワンセグ、３セグ、及び地デジなどの放送コンテンツなど、ソフトウ
ェアの処理対象となるさまざまな情報を含む概念である。
【０１１２】
　また、「コンテンツ」のデータ形式及びデータ圧縮方式の規約としては、音楽に関する
ＡＡＣ（Advanced Audio Coding）、ＷＡＶ（Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）の音声データ
の標準的なファイル形式。ＷＡＶＥファイルやＷＡＶＥサウンドファイルとも呼ばれる。
）、及びＭＰ３（MPEG-1 Audio Layer 3）などが例示できる。
【０１１３】
　また、その他、「コンテンツ」のうち動画コンテンツ（コンテンツ）のデータ形式及び
データ圧縮方式の規約としては、映像に関するＦｌａｓｈ（マクロメディアが販売してい
るＷｅｂ用のアニメーション作成ソフト）、ＭＰ４（MPEG-1 Audio Layer 4）、及びＭＰ
ＥＧ２（ＩＴＵ－Ｔ「国際電気通信連合電気通信標準化部門」とＩＳＯ「国際標準規格」
によって標準技術として勧告された、動画や音声を圧縮・伸張する規格。現在ＭＰＥＧ方
式には、ビデオＣＤなどのメディアに使用されるＭＰＥＧ１、ＤＶＤや放送メディアに使
用されるＭＰＥＧ２、ネットワーク配信、携帯端末向けのＭＰＥＧ４などがある。）など
が例示できる。
【０１１４】
　また、「コンテンツ」の通信方式に関する規約（通信プロトコル）としては、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ、Ｆｅｌｉｃａ、ＰＬＣ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＬＡＮ（無線ＬＡＮ：ＷＬＡＮ）
、ＩｒＤＡ（赤外線無線）、ＩｒＳＳ（赤外線無線）、及びＷＣＤＭＡ（通信網）などが
例示できる。
【０１１５】
　なお、以下では、煩雑となるので、適宜ソフトウェアの一例としてＯＳを例に用いて説
明し、コンテンツの一例としてＭＰＥＧ２（エムペグデータ）を例に用いて説明し、正確
ではないが、単に「ｍｐｅｇデータ」、「ｍｐｅｇ」などと記載する。
【０１１６】
　次に、第２情報記録領域４０Ａは、第２情報記録層４０に割り当てられた情報記録領域
であり、ＯＳのセキュリティー向上やバージョンアップが目的のＯＳ更新用情報（第２情
報，更新情報）やユーザ設定情報などの各種ソフトウェアの利用に供される情報（第２情
報）が記録される。
【０１１７】
　また、ｍｐｅｇデータなどの各種コンテンツの有効利用に供するため各種コンテンツに
付加される各種付加情報（第２情報）及び各種コンテンツに付属する各種付属情報（第２
情報）などや、各種コンテンツのセキュリティー向上の利用や各種コンテンツの画像の不
具合等を補正・訂正・修正・較正等するための利用に供される動画修正用情報（第２情報
）などが記録されても良い。
【０１１８】
　さらに、アプリケーションソフト（第１情報）に標準的に備わっている機能に、新たに
機能を追加することは、プラグイン（アドイン）と呼ばれるが、このようなプラグイン機
能をアドインソフトなどで実現するような情報（第２情報）が記録されても良い。また、
第１情報記録領域２０Ａに記録されている情報がデータベース（第１情報）であるような
場合、第２情報記録領域４０Ａには、該データベースの利用に供される追加データ（第２
情報）などが記録されても良い。
【０１１９】
　以上より、光情報記録媒体２００によれば、第１情報記録領域２０Ａにソフトウェア又
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はコンテンツである第１情報が予め記録されている１つの光情報記録媒体２００に対して
、同媒体の第２情報記録領域４０Ａに第１情報の利用に供される第２情報が記録されるよ
うになっている。
【０１２０】
　なお、第１情報は、１種類であっても良いし、複数種類存在しても良い。また、第２情
報は、１種類の第１情報に対して複数存在していても良い。例えば、１種類の第１情報に
対して作成日時又は更新日時の異なる複数の第２情報が存在する場合などが例示できる。
【０１２１】
　それゆえ、第２情報を記録するために別途バックアップ用記録媒体を用意する必要がな
く、第１情報と第２情報との物理的・時間的分離を極力回避することができ、必要な時間
と労力を低減させて、低コストでのバックアップが可能になる。
【０１２２】
　また、第２情報は、同媒体の第２情報記録領域４０Ａに記録されることがわかっている
ので、第２情報が時間的・物理的に無秩序に記録されるような場合と異なり、第２情報が
どこに記録されているかを探索した上で第２情報を再インストールしたりするといった無
駄な作業を行わなくても良い。
【０１２３】
　また、第２情報として随時最新のものを記録しておくようにすれば、リストア時の面倒
な作業が不要となり、第１情報の利用に供される第２情報を含めた確実なリストアが可能
になる。
【０１２４】
　以上より、ソフトウェア、コンテンツ及びこれらの利用に供される第２情報のバックア
ップやリストアなどを必要な時間と労力を低減させて、１つの光情報記録媒体２００で簡
単に行うことができる。
【０１２５】
　また、第３情報記録領域４０Ｂは、第２情報記録層４０のいわゆるリードインエリアに
割り当てられた情報記録領域であり、以下で説明するように、第２情報記録層４０に記録
されるＯＳ更新用情報などの情報（第２情報）をファイル単位で管理するためのファイル
管理情報が予め記憶されている。
【０１２６】
　これにより、前記第２情報記録領域４０Ａに記録される情報をファイル管理情報に基づ
いてファイル単位で管理することができる。
【０１２７】
　これにより、文字や数値、画像や音声、プログラムなどＰＣで扱えるすべてのデータを
該ファイルに入れて管理することができる。
【０１２８】
　また、第４情報記録領域２０Ｂは、第１情報記録層２０のリードイン領域に割り当てら
れた記憶領域であり、ファイル管理情報に含まれるファイルの属性を示すファイル属性情
報に応じて、ＯＳ更新用情報などの第２情報を自媒体の第２情報記録領域４０Ａに記録し
てバックアップを行うためのバックアップ処理用プログラムが予め記憶されている。
【０１２９】
　これにより、例えば、以下で説明する光ディスク装置２などに光情報記録媒体２００を
装填したときなどに自動的にバックアップを実行させることが可能となる。
【０１３０】
　なお、「プログラム」は、コンピュータを機能させるように命令を組合せて表現したも
のであり、実行形式プログラム、中間コードプログラム及びソースプログラムなどいずれ
の段階のプログラムも含まれる。
【０１３１】
　「バックアップ」とは、システムの異常などによるデータの破損に備え別の記憶装置や
記憶媒体に全く同じデータを保存しておくことである。
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【０１３２】
　また、第５情報記録領域２０Ｃは、第１情報記録層２０のリードイン領域に割り当てら
れた記憶領域であり、ＯＳなどの第１情報を光ディスク装置記憶部（他の記録媒体，記録
部）４のソフトウェアデータ記憶部（他の記録媒体，記録部）４０１や、ハードディスク
（他の記録媒体，通信装置記録部）３２に記録させたり、ＯＳ更新用情報などの第２情報
を光ディスク装置記憶部４や、ハードディスク３２に記録させたりしてリストアを行うた
めのリストア処理用プログラムが予め記憶されている。
【０１３３】
　前記構成によれば、例えば、以下で説明する情報記録再生装置などに本発明の情報記録
媒体を装填したときなどに自動的にリストアを実行させることが可能となる。
【０１３４】
　「リストア」とは、バックアップされたファイルやデータを使って元の状態に戻すこと
である。
【０１３５】
　次に、図２（ａ）～（ｄ）に基づき、「ファイル管理情報」の詳細について説明する。
【０１３６】
　なお、ファイル管理情報は、ファイルの属性を示すファイル属性情報を含んでおり、Ｏ
Ｓ更新用情報などの情報（第２情報）は、該ファイル属性情報に基づいて記録される。
【０１３７】
　ここで、「ファイル属性情報」とは、ファイルの名前やサイズ、作成日時、更新日時な
どファイルに付記された情報のことである。
【０１３８】
　図２（ａ）は、光情報記録媒体２００におけるファイル管理情報の属性情報を示す図で
あり、図２（ｂ）は、単一ファイルに付属する属性情報の一例を示す図であり、図２（ｃ
）は、同属性情報の他の例を示す図であり、図２（ｄ）は、同属性情報の他の例を示す図
である。
【０１３９】
　図２（ａ）に示すように、ファイル管理情報には、記号ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥ（ファイル
属性情報）、ＦＩＬＥ＿ＡＤＲ（ファイル属性情報）、ＦＩＬＥ＿ＴＹＰＥ（ファイル属
性情報）、ＦＩＬＥ＿ＳＩＺＥ（ファイル属性情報）及びＦＩＬＥ＿ＵＰＤ（ファイル属
性情報）などで表される各種属性情報が含まれている。
【０１４０】
　ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥは、ファイル名であり、例えば、「ＯＳ更新用情報」などと命名さ
れる。
【０１４１】
　ＦＩＬＥ＿ＡＤＲは、ファイルの物理的アドレス情報であり、例えば、「ＸＸ１・・・
」のような番地が付与される。
【０１４２】
　ＦＩＬＥ＿ＴＹＰＥは、ファイルの種類を示す情報であり、例えば、「ＯＳ」や「ｍｐ
ｅｇ」などが例示できる。
【０１４３】
　ＦＩＬＥ＿ＡＤＲは、ファイルの大きさを示す情報であり、例えば、「ＹＹ１Ｙ（メガ
バイト）」などが例示できる。
【０１４４】
　ＦＩＬＥ＿ＵＰＤは、ファイルの作成日時又は更新日時（日付）を示す情報であり、例
えば、「２００８／１２／１１　１８：００」などが例示できる。
【０１４５】
　このようなファイル属性情報によれば、例えば、ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥなどにより、複数
のファイル（すなわち、第２情報）を物理的に区別して管理したり、ＦＩＬＥ＿ＵＰＤな
どにより、複数のファイルを時間的に区別したりして管理することができる。
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【０１４６】
　より具体的には、図２（ｂ）に示す「ファイル１」は、ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥからＯＳの
利用に供される情報であると区別され、ＦＩＬＥ＿ＵＰＤから更新日時が、「２００８／
１２／１１　１８：００」となっている。
【０１４７】
　一方、図２（ｄ）に示す「ファイル２」は、ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥからＯＳの利用に供さ
れる情報であると区別され、ＦＩＬＥ＿ＵＰＤから更新日時が、「２００８／１２／１２
　１１：０５」となっている。これらにより「ファイル１」と「ファイル２」とは、同一
のＯＳの利用に供される情報であると区別（特定）され、「ファイル２」の更新日時が「
ファイル１」の更新日時よりも新しいので、「ファイル２」がＯＳの最新のＯＳ用更新情
報であると区別（特定）される。
【０１４８】
　このようにして、特定の第１情報の利用に供される第２情報が複数存在している場合で
も、最新の第２情報を特定することができる。
【０１４９】
　よって、以上により、本発明を光情報記録媒体２００のようなハイブリッド光情報記録
媒体に適用することができるため、自媒体の記憶容量を単層の情報記録媒体に比べて高く
することができる。
【０１５０】
　　〔２．情報記録媒体のより具体的な構造について〕
　次に、図３及び図４に基づき、本発明の情報記録媒体の一実施形態である光情報記録媒
体（情報記録媒体）２００及び光情報記録媒体（情報記録媒体）２０１のより具体的な構
造について説明する。
【０１５１】
　なお、〔２．情報記録媒体のより具体的な構造について〕において説明すること以外の
構成は、〔１．情報記録媒体の構成の概要、記録情報及びその内容〕と同じである。また
、説明の便宜上、〔１．情報記録媒体の構成の概要、記録情報及びその内容〕の図面に示
した部材と同一の機能を有する部材については、同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【０１５２】
　近年、多層光情報記録媒体においては、情報の書き換え可能な情報記録層以外に、様々
なコンテンツが記録されている情報記録層で、かつ再生のみ可能な再生専用の情報記録層
又は追記録可能な情報記録層を追加して記録容量を向上させた光情報記録媒体（以降、ハ
イブリッド光情報記録媒体）が求められている。なお、以降、上記書き換え可能な情報記
録層をＲＥ層と呼び、上記再生専用の情報記録層をＲＯＭ層と呼び、上記追記録可能な情
報記録層は、Ｒ層と称する。
【０１５３】
　以下で説明する光情報記録媒体２００及び光情報記録媒体２０１は、いずれも、いわゆ
るハイブリッド光情報記録媒体であり、基板上に、複数の記録層と、複数の記録層の各々
を分離する中間層と、基板から最も遠い位置に設けられた透光層とを有し、複数の記録層
は、再生光によって情報を読み出すことが可能となっており、当該複数の記録層のうち、
少なくとも１層の記録層が情報の読みだすことのみ可能な層（再生専用の記録層：以下、
「ＲＯＭ層」という）であり、その他の記録層のうち少なくとも１層が、情報を記録可能
な層であるという構造を基本としている。
【０１５４】
　より、具体的には、図３に示すように、本実施形態の光情報記録媒体２００は、再生光
入射面側から順に、透光層１０、第１情報記録層（情報を読み出すことのみ可能な層、情
報記録層）２０、中間層３０、第２情報記録層（情報を追記録することが又は情報を書き
換えることが可能な層、情報記録層）４０及び基板５０が積層された構造となっている。
【０１５５】
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　なお、図３は、光情報記録媒体２００の概略構成の一例を示す断面図である。
【０１５６】
　透光層１０は、例えば、厚さ７５μｍの紫外線硬化樹脂からなる。透光層１０の材料は
、再生光の波長において透過率が高いものであれば良い。すなわち、透光層１０は、例え
ばポリカーボネートフィルムと透明粘着剤とで形成されていても良い。また、透光層１０
の表面には、表面保護のためのハードコートが設けられていても良い。さらに、透光層１
０の厚さは、光情報記録媒体２００の情報記録再生装置が有する光学系に応じて変更され
ても良い。具体的には、透光層１０は、例えば０．６ｍｍのポリカーボネ－ト基板であっ
ても良い。
【０１５７】
　第１情報記録層２０は、ＲＯＭ層であり、例えば、成膜時の窒素流量により屈折率調整
された厚さ１５ｎｍの窒化アルミからなる。第１情報記録層２０の厚さ及び材料は、これ
に限られるものではなく、例えば再生光波長における第１情報記録層２０の反射率の値が
０．４％より大きく２．２％以下となるものであれば良い。
【０１５８】
　すなわち、第１情報記録層２０は、再生光波長において透光性を有しており、上記反射
率の値は、第２情報記録層４０を再生するときの第２再生光ではフォーカス引き込みが不
可能になる値であり、第１情報記録層２０を再生するときの第１再生光ではフォーカス引
き込みが可能になる値であれば良い。
【０１５９】
　具体的には、第１情報記録層２０は、上記窒化アルミの他に、例えば窒化シリコン、又
は、窒化アルミもしくは窒化シリコンを主成分とする誘電体からなっていても良く、多層
構造であっても良い。
【０１６０】
　ここで、上記第２再生光は、第２情報記録層４０等のＲＥ層を再生するときに光情報記
録媒体２００に照射されるものであり、例えば旧規格の光情報記録媒体に対応した情報記
録再生装置でも照射できるものである。また、上記第１再生光は、第２再生光よりも強度
が高く、第１情報記録層２０を再生するときに光情報記録媒体２００（又は後述の光情報
記録媒体２０１）に照射されるものである。この第１再生光は、新規格の光情報記録媒体
に対応した情報記録再生装置にて照射されるものである。
【０１６１】
　中間層３０は、例えば、厚さ２５μｍの透明紫外線硬化樹脂からなる。中間層３０の材
料は、これに限られたものではなく、再生光の波長において透過率が高い材料であれば良
い。また、中間層３０の厚さも、これに限られたものではなく、各記録層（ここでは、第
１情報記録層２０及び第２情報記録層４０）を分離でき、層間クロストークが問題になら
ない適度の厚さであれば良い。
【０１６２】
　なお、層間クロストークとは、再生中の記録層以外の記録層からのノイズを指す。さら
に、中間層３０は、多層構造であっても良い。また、中間層３０の、第１情報記録層２０
側の面には、第１情報記録層２０に形状として記録される情報に応じた凹凸からなるプリ
ピット（図示しない）が設けられている。
【０１６３】
　第２情報記録層４０は、ＲＥ層であり、図３に示すように、例えば７層の薄膜からなる
。この７層の薄膜は、再生光入射側から、第１保護膜４１（例えば、厚さ３５ｎｍのＺｎ
Ｓ－ＳｉＯ２）、第２保護膜４２（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、記録層４３（例えば
、厚さ１０ｎｍのＧｅＴｅ－Ｓｂ２Ｔｅ３）、第３保護膜４４（例えば、厚さ５ｎｍのＺ
ｒＯ）、第４保護膜４５（例えば、厚さ３５ｎｍのＺｎＳ－ＳｉＯ２）、第５保護膜４６
（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、及び反射膜４７（例えば、厚さ２０ｎｍのＡＰＣ（Ａ
ｇＰｄＣｕ））が順に積層されてなる。
【０１６４】



(19) JP 5000632 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

　なお、第２情報記録層４０の材料、厚さ及び層数は、これに限られるものではなく、Ｒ
Ｅ層として機能するものであれば良い。
【０１６５】
　基板５０は、例えば、厚さ１．１ｍｍのポリカーボネートからなる。基板５０の材料、
大きさ及び厚さは、これに限られるものではなく、表面にグルーブが設けられており、上
記かつ基板として使用できる程度の所定の強度があれば良い。具体的には、基板５０は、
例えばポリオレフィン樹脂、金属等からなっていても良い。さらに、基板５０は、多層構
造であっても良い。
【０１６６】
　なお、上記基板５０の表面には、グルーブの他に、第２情報記録層４０に形状として記
録される情報に応じた凹凸からなるプリピットが設けられていても良い。この場合、第２
情報記録層４０のプリピットが設けられた領域は、情報の読み出しのみ可能な領域となる
。すなわち、第２情報記録層４０は、ＲＥ領域とＲＯＭ領域とを含む構成であっても良い
。但し、本発明を適用する観点からは、このＲＯＭ領域の範囲はＲＥ領域と比較してでき
るだけ狭い方が好ましい。
【０１６７】
　次に、図４に示すように、本実施形態の別の一例である光情報記録媒体２０１は、再生
光入射面側から順に、透光層１０、第１情報記録層２０、中間層３０、第３情報記録層（
情報が記録可能な層、情報記録層）６０、中間層３０、第２情報記録層４０及び基板５０
が積層された構造となっている。なお、図４は、光情報記録媒体２０１の概略構成の一例
を示す断面図である。
【０１６８】
　透光層１０は、例えば、厚さ５０μｍの紫外線硬化樹脂からなる。透光層１０の材料は
、再生光の波長において透過率が高いものであれば良い。すなわち、透光層１０は、例え
ばポリカーボネートフィルムと透明粘着剤とで形成されていても良い。また、透光層１０
の表面には、表面保護のためのハードコートが設けられていても良い。さらに、透光層１
０の厚さは、光情報記録媒体２０１の情報記録再生装置が有する光学系に応じて変更され
ても良い。具体的には、透光層１０は、例えば０．６ｍｍのポリカーボネ－ト基板であっ
ても良い。第１情報記録層２０は、ＲＯＭ層であり、例えば、成膜時の窒素流量により屈
折率調整された厚さ１５ｎｍの窒化アルミからなる。
【０１６９】
　第１情報記録層２０の厚さ及び材料は、これに限られるものではなく、例えば再生光波
長における第１情報記録層２０の反射率の値が０．４％より大きく２．２％以下となるも
のであれば良い。すなわち、第１情報記録層２０は、再生光波長において透光性を有して
おり、上記反射率の値は、第２情報記録層４０又は第３情報記録層６０を再生するときの
第２再生光ではフォーカス引き込みが不可能になる値であり、第１情報記録層２０を再生
するときの第１再生光ではフォーカス引き込みが可能になる値であれば良い。
【０１７０】
　具体的には、第１情報記録層２０は、上記窒化アルミの他に、例えば窒化シリコン、又
は、窒化アルミもしくは窒化シリコンを主成分とする誘電体からなっていても良く、多層
構造であっても良い。
【０１７１】
　中間層３０は、例えば、厚さ２５μｍの透明紫外線硬化樹脂からなる。中間層３０の材
料は、これに限られたものではなく、再生光の波長において透過率が高い材料であれば良
い。また、中間層３０の厚さも、これに限られたものではなく、各記録層（ここでは、第
１情報記録層２０、第２情報記録層４０及び第３情報記録層６０）を分離でき、層間クロ
ストークが問題にならない適度の厚さであれば良い。さらに、中間層３０は、多層構造で
あっても良い。
【０１７２】
　また、第１情報記録層２０と第３情報記録層６０との間に積層されている中間層３０に
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おいて、この中間層３０の、第１情報記録層２０側の面には、第１情報記録層２０に形状
として記録される情報に応じた凹凸からなるプリピットが設けられている。
【０１７３】
　なお、第２情報記録層４０と第３情報記録層６０との間に積層されている中間層３０に
おいて、この中間層３０の、第３情報記録層６０側の面には、グルーブが設けられている
。なお、中間層３０には、グルーブと第３情報記録層６０に形状として記録される情報に
応じた凹凸からなるプリピットとが設けられていても良い。この場合、第３情報記録層６
０のプリピットが設けられた領域は、情報の読み出しのみ可能な領域となる。すなわち、
第３情報記録層６０は、ＲＥ領域とＲＯＭ領域とを含む構成であっても良い。
【０１７４】
　但し、本発明を適用する観点からは、このＲＯＭ領域の範囲はＲＥ領域と比較してでき
るだけ狭い方が好ましい。
【０１７５】
　第２情報記録層４０は、ＲＥ層であり、例えば７層の薄膜からなる。この７層の薄膜は
、再生光入射側から、第１保護膜４１（例えば、厚さ３５ｎｍのＺｎＳ－ＳｉＯ２）、第
２保護膜４２（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、記録層４３（例えば、厚さ１０ｎｍのＧ
ｅＴｅ－Ｓｂ２Ｔｅ３）、第３保護膜４４（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、第４保護膜
４５（例えば、厚さ３５ｎｍのＺｎＳ－ＳｉＯ２）、第５保護膜４６（例えば、厚さ５ｎ
ｍのＺｒＯ）、及び反射膜４７（例えば、厚さ２０ｎｍのＡＰＣ（ＡｇＰｄＣｕ））が順
に積層されてなる。
【０１７６】
　なお、第２情報記録層４０の材料、厚さ及び層数は、これに限られるものではなく、Ｒ
Ｅ層として機能するものであれば良い。
【０１７７】
　第３情報記録層６０は、ＲＥ層であり、例えば、６層の薄膜からなる。この６層の薄膜
は、再生光入射側から、第１保護膜６１（例えば、厚さ３５ｎｍのＺｎＳ－ＳｉＯ２）、
第２保護膜６２（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、記録層６３（例えば、厚さ６ｎｍのＧ
ｅＴｅ－Ｓｂ２Ｔｅ３）、第３保護膜６４（例えば、厚さ５ｎｍのＺｒＯ）、半透明膜６
５（例えば、厚さ２０ｎｍのＡＰＣ（ＡｇＰｄＣｕ））、及び透過率調整膜６６（例えば
、厚さ１９ｎｍのＴｉＯ２）が順に積層されてなる。
【０１７８】
　第３情報記録層６０の材料、厚さ及び層数は、これに限られるものではなく、再生光の
波長において透過率６０％程度を有するＲＥ層として機能するものであれば良い。
【０１７９】
　基板５０は、例えば、厚さ１．１ｍｍのポリカーボネートからなる。基板５０の材料、
大きさ及び厚さは、これに限られるものではなく、表面にグルーブが設けられており、か
つ基板として使用できる程度の所定の強度があれば良い。具体的には、基板５０は、例え
ばポリオレフィン樹脂、金属等からなっていても良い。さらに、基板５０は、多層構造で
あっても良い。
【０１８０】
　なお、上記基板５０の表面には、グルーブの他に、第２情報記録層４０に形状として記
録される情報に応じた凹凸からなるプリピットが設けられていても良い。この場合、第２
情報記録層４０のプリピットが設けられた領域は、情報の読み出しのみ可能な領域となる
。すなわち、第２情報記録層４０は、ＲＥ領域とＲＯＭ領域とを含む構成であっても良い
。
【０１８１】
　但し、本発明を適用する観点からは、このＲＯＭ領域の範囲はＲＥ領域と比較してでき
るだけ狭い方が好ましい。
【０１８２】
　なお、光情報記録媒体２０１は、上述した構成に限られるものではなく、ＲＥ層のいず
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れかがＲ層であっても良い。
【０１８３】
　また、光情報記録媒体２００及び光情報記録媒体２０１は、２層又は３層構造に限られ
たものではなく、さらに記録層を加えた光情報記録媒体であっても良い。
【０１８４】
　なお、光情報記録媒体２００（及び光情報記録媒体２０１）の第１情報記録層２０は、
屈折率が１．７５より大きく２．０６以下である誘電体からなることが好ましい。
【０１８５】
　ここで、光情報記録媒体２０１は、第３情報記録層６０が追加され、中間層３０が１つ
追加されている点を除けば、光情報記録媒体２００とほぼ同一の構造である。
【０１８６】
　ただ、第３情報記録層６０が１つ増えているので、上述したＯＳ用更新情報などの第２
情報の記憶容量が少なくとも２倍向上している。
【０１８７】
　このように、情報記録層をより多層化することで、本発明の情報記録媒体の記憶容量を
増加させることが可能である。
【０１８８】
　　〔３．連携システムの構成について〕
　次に、図５～図７に基づき、本発明の一実施形態であるバックアップ／リストアシステ
ム（連携システム）１の構成について説明する。
【０１８９】
　なお、〔３．連携システムの構成について〕において説明すること以外の構成は、〔１
．情報記録媒体の構成の概要、記録情報及びその内容〕及び〔２．情報記録媒体のより具
体的な構造について〕と同じである。また、説明の便宜上、〔１．情報記録媒体の構成の
概要、記録情報及びその内容〕及び〔２．情報記録媒体のより具体的な構造について〕の
図面に示した部材と同一の機能を有する部材については、同一の符号を付し、その説明を
省略する。なお、以下の項目では、同様な説明は煩雑となるので、省略する。
【０１９０】
　図５は、バックアップ／リストアシステム１のより具体的な構成を示すブロック図であ
る。
【０１９１】
　図５に示すように、バックアップ／リストアシステム１は、光ディスク装置（情報記録
再生装置）２及び通信装置（情報通信装置）３を連携させたシステムである。
【０１９２】
　光ディスク装置２と通信装置３は通信可能となっており、ここで、「通信」は、有線通
信、無線通信のいずれの通信方法も含まれる。
【０１９３】
　なお、光ディスク装置２の構成の詳細については、後述し、ここでは、通信装置３の具
体的構成について説明する。
【０１９４】
　図５に示すように、通信装置３は、通信装置側通信制御部（受信制御手段）３１、ハー
ドディスク（他の記録媒体，通信装置記録部）３２、ハードディスク制御部（記録制御手
段，第１情報記録確認手段，第２情報記録確認手段）３３、通信装置制御部３４、通信装
置メモリ３５、通信装置ディスプレイ３６及び通信装置キーボード３７を含んでいる。
【０１９５】
　通信装置側通信制御部３１は、主として、光ディスク装置２から情報を受信したり、光
ディスク装置２へ情報を送信したり、ハードディスク制御部（記録制御部）３３に情報を
送信したりするものである。
【０１９６】
　より、具体的には、光ディスク装置２及びハードディスク制御部３３とで、ＯＳやアプ
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リケーションソフトなどの各種ソフトウェア（第１情報）やｍｐｅｇデータなどの各種コ
ンテンツ（第１情報）及び、これらの利用に供されるＯＳ用更新情報（第２情報）や動画
用修正情報（第２情報）などをやり取りしたり、命令、指令、通知、問合せなどの情報処
理のための情報をやり取りしたりする制御を行うものである。
【０１９７】
　ハードディスク制御部（記録制御手段，第１情報記録確認手段，第２情報記録確認手段
）３３は、ハードディスク３２にＯＳやアプリケーションソフトなどの各種ソフトウェア
やｍｐｅｇデータなどの各種コンテンツ及びこれらの利用に供されるＯＳ用更新情報や動
画用修正情報などが記憶されているか否かを確認、ハードディスク３２にＯＳやアプリケ
ーションソフトなどの各種ソフトウェアやｍｐｅｇデータなどの各種コンテンツ及びこれ
らの利用に供されるＯＳ用更新情報や動画用修正情報などが記憶されていることが確認さ
れた場合に、通信装置側通信制御部３１にその情報を送信したり、通信装置側通信制御部
３１から送信されてきた情報をハードディスク３２に記録させたりする制御を行うもので
ある。
【０１９８】
　通信装置制御部３４は、いわゆる通信装置３のＣＰＵ（central processing unit）で
あり、通信装置３の各構成の全体的な制御を行うものである。通信装置メモリ３５は、一
時的に各種情報を保持するものである。通信装置ディスプレイ３６は、画像データを表示
するものである。
【０１９９】
　通信装置メモリ３５は、通信装置３内における各種情報を一時的に記憶するものである
。
【０２００】
　通信装置ディスプレイ３６は、ハードディスク３２から読み出された動画等のコンテン
ツを表示するものである。
【０２０１】
　通信装置キーボード３７は、ユーザの指示を通信装置３に入力するためのものである。
ハードディスク制御部３３は、ハードディスク３２に情報を記録させたり、ハードディス
ク３２から情報を読み出したりする制御を行うものである。
【０２０２】
　ハードディスク３２は、情報を記録するためのものであり、ソフトウェアデータ記憶領
域３２１とソフトウェア更新用データ記憶領域３２２との少なくとも２つの記憶領域を含
んでいる。
【０２０３】
　ソフトウェアデータ記憶部４０１は、主として通信装置側通信制御部３１が光ディスク
装置２から受信したＯＳなどのソフトウェア（第１情報）を記憶したり、予めこれらの情
報を記憶させたりする記録領域である。
【０２０４】
　ソフトウェア更新用データ記憶領域３２２は、主として通信装置側通信制御部３１が光
ディスク装置２から受信したＯＳ更新用情報（第２情報）を記録したり、予めこれらの情
報を記憶させたりする記録領域である。
【０２０５】
　次に、図６及び図７に基づき、本発明の一実施形態である光ディスク装置（情報記録再
生装置）２の構成について説明する。
【０２０６】
　図２は、光ディスク装置２の一実施形態の概略構成を示すブロック図である。
【０２０７】
　図２に示すように、光ディスク装置２は、主として光ディスク装置記憶部（他の記録媒
体，記録部）４、光ディスク装置制御部５、ディスク装填認識部６、光ディスク装置操作
部７、光ピックアップ８、記録再生回路群９、スピンドルモータ１３、及び光ディスク装
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置ディスプレイ１９含んでいる。
【０２０８】
　光ピックアップ８は、さらにアクチュエータ１１及び光ヘッド１２を含んでいる。
【０２０９】
　また、記録再生回路群９は、さらに、ピックアップ駆動回路１４、レーザ駆動回路１５
、再生回路１６、アクチュエータ駆動回路１７及びスピンドルモータ駆動回路１８を含ん
でいる。
【０２１０】
　また、光ディスク装置２は、光情報記録媒体２００（光情報記録媒体２０１、なお以下
、光情報記録媒体２００を使用する）を含むＤＶＤやＢＤなどの光情報記録媒体に対して
情報の記録及び再生を行う装置である。
【０２１１】
　図６に示すように、光ディスク装置２では、スピンドルモータ駆動回路１８によって駆
動されたスピンドルモータ１３により回転する光情報記録媒体２００の近傍へ、アクチュ
エータ駆動回路１７によって駆動されたアクチュエータ１１（光ピックアップ８）が移動
し、さらに、ピックアップ駆動回路１４によって、光ピックアップ８が、図示しない光情
報記録媒体２００のトラックへ移動するようになっている。
【０２１２】
　そして、光ディスク装置制御部５がレーザ駆動回路１５を介して記録条件を設定し、光
ヘッド１２から記録用のレーザビームを光情報記録媒体２００の記録部位に照射すること
によって、光情報記録媒体２００のトラックに情報が記録されるようになっている。
【０２１３】
　また、光ディスク装置２は、光ディスク装置制御部５がアクチュエータ駆動回路１７介
してアクチュエータ１１を光情報記録媒体２００の近傍に移動させ、ピックアップ駆動回
路１４を介して光ピックアップ８を光情報記録媒体２００の記録部位へ移動させる。そし
て、光ディスク装置制御部５がレーザ駆動回路１５を介して光ヘッド１２から再生用のレ
ーザビームを光情報記録媒体２００に照射するようになっている。
【０２１４】
　次に、光ヘッド１２が検出した反射光は、再生回路１６にて再生信号に変換され、光デ
ィスク装置制御部５に入力される。これにより、光ディスク装置２は、光情報記録媒体２
００のトラックに記録された情報を再生するようになっている。
【０２１５】
　また、光ディスク装置２には、ディスク装填認識部６が設けられている。ディスク装填
認識部６は、光情報記録媒体２００の装填を検出するためのものであり、例えば、各種セ
ンサが例示できるが、光情報記録媒体２００の装填を検出できるものであれば、どのよう
なセンサを用いても良い。
【０２１６】
　また、ディスク装填認識部６は、検出した結果を検出信号として光ディスク装置制御部
５へ出力するようになっている。
【０２１７】
　光ディスク装置操作部７は、ユーザが、光ディスク装置２に各種の操作命令を入力する
ためのものであり、例えば、操作ボタンとそのインターフェースなどが例示できる。
【０２１８】
　なお、再生回路１６からの再生情報（第１情報、第２情報、更新情報、ファイル管理情
報など）は、光ディスク装置記憶部４に一時的若しくは常時記録される。
【０２１９】
　光ディスク装置ディスプレイ１９は、光ディスク装置記憶部４に記録されたｍｐｅｇデ
ータを読み出した結果としての画像データなどを表示させるためのものである。
【０２２０】
　次に、図７に基づき、光ディスク装置２における主要部（光ディスク装置制御部５など
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）の詳細について説明する。図７は、光ディスク装置２における主要部の構成を示すブロ
ック図である。
【０２２１】
　図７に示すように、光ディスク装置２の光ディスク装置制御部５は、ディスク管理部５
１、再生制御部５２、記録データ管理部（第１情報確認手段，第２情報確認手段）５３、
記録制御部（記録制御手段）５４、光ディスク装置表示制御部５５、光ディスク装置側通
信制御部（送信制御手段）５６、ピックアップ制御部５７及びレーザ制御部５８を含む構
成である。
【０２２２】
　再生制御部５２は、さらにＲＯＭ再生指示部５２１、ＲＥ再生指示部５２２、再生デー
タ処理部５２３を含んでいる。
【０２２３】
　記録データ管理部５３は、さらに、バックアップ・リストア実行部５３１、記録データ
確認部（第１情報確認手段，第２情報確認手段）５３２及び再生データ保持部５３３を含
んでいる。
【０２２４】
　記録制御部５４は、さらに記憶容量確認部５４１、データ記録実行部５４２を含んでい
る。
【０２２５】
　光ディスク装置側通信制御部５６は、さらに通信データ保持部５６１を含んでいる。
【０２２６】
　次に、上述した各構成要素について説明する。
【０２２７】
　ディスク管理部５１は、ディスク装填認識部６が光情報記録媒体２００などの情報記録
媒体が、光ディスク装置２に装填されたことを検出した検出信号を受信して、再生制御部
５２などに動作命令を送信するなどの処理を行うものである。
【０２２８】
　再生制御部５２は、ピックアップ制御部５７及びレーザ制御部５８に指令を発して光情
報記録媒体２００に記録されている情報の再生を実行するものである。
【０２２９】
　ＲＯＭ再生指示部５２１は、光情報記録媒体２００の第１情報記録層２０（ＲＯＭ層）
に記憶されているソフトウェア又はコンテンツなどの読み出しの指示を行うものである。
なお、以下では煩雑となるので、光情報記録媒体２００の第１情報記録層２０には、特定
のＯＳが記録されているものとして説明する。
【０２３０】
　ＲＥ再生指示部５２２は、光情報記録媒体２００の第２情報記録層４０（Ｒ層・ＲＥ層
）に記憶されているファイル管理情報やＯＳ用更新情報などの読み出しの指示を行うもの
である。
【０２３１】
　再生データ処理部５２３は、光ヘッド１２から再生回路１６を介して光ディスク装置制
御部５に送信されてくるＯＳ、ファイル管理情報、ＯＳ用更新情報、バックアップ処理プ
ログラム及びリストアプログラムなど（以下、これらを総称して「再生情報」という）を
受け取り、記録データ管理部５３に送信したりするなど再生情報の処理を行うものである
。
【０２３２】
　記録データ管理部５３は、ＲＯＭ再生指示部５２１の指示により読み出されるバックア
ップ用プログラムやリストア用プログラムを実行させたり、光情報記録媒体２００、光デ
ィスク装置記憶部４及びハードディスク３２にＯＳ又はＯＳ用更新情報などが記録されて
いるか否かを確認したり、再生データ処理部５２３から送信されてくる再生情報を再生デ
ータ保持部５３３又は光ディスク装置記憶部４に記憶させたりするものである。
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【０２３３】
　バックアップ・リストア実行部５３１は、再生データ処理部５２３から送信されてくる
バックアップ用プログラムやリストア用プログラムを起動させたり、終了させたりなどプ
ログラムの実行又は終了などを指示するものである。
【０２３４】
　記録データ確認部５３２は、光ディスク装置記憶部４にＯＳ又はＯＳ用更新情報などが
記録されているか否かを確認したり、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通
信制御部３１を介して、ハードディスク制御部３３に対してハードディスク３２にＯＳ又
はＯＳ用更新情報などが記録されているか否かを問い合わせたりするものである。
【０２３５】
　再生データ保持部５３３は、再生データ処理部５２３から送信されてくる再生情報を一
時的に記憶するものである。
【０２３６】
　記録制御部５４は、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ又は光ディスク装
置記憶部４の記憶容量を確認したり、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通
信制御部３１を介してハードディスク制御部３３にハードディスク３２の記憶容量を問い
合わせたり、光情報記録媒体２００、光ディスク装置記憶部４及びハードディスク３２に
ＯＳやＯＳ用更新情報を記憶させるなどの制御を行うものである。
【０２３７】
　記憶容量確認部５４１は、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ又は光ディ
スク装置記憶部４の記憶容量を確認したり、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装
置側通信制御部３１を介してハードディスク制御部３３にハードディスク３２の記憶容量
を問い合わせたりするものである。
【０２３８】
　データ記録実行部５４２は、ピックアップ制御部５７を介してピックアップ駆動回路１
４を駆動させ、レーザ制御部５８を介してレーザ駆動回路１５を駆動させるなどして光情
報記録媒体２００に対してＯＳ用更新情報（最新のもの）を記録したり、逆に光情報記録
媒体２００に記憶されているＯＳやＯＳ用更新情報を光ディスク装置記憶部４に記憶させ
たり、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してＯＳやＯ
Ｓ用更新情報を送信し、ハードディスク制御部３３に送信されたＯＳやＯＳ用更新情報を
ハードディスク３２へ記憶させたりするものである。
【０２３９】
　光ディスク装置表示制御部５５は、光ディスク装置記憶部４のユーザ問合せ用画像記憶
部４０３に記憶されている「ユーザ問合せ用画像」を読み出して、光ディスク装置ディス
プレイ１９に表示させるものである。
【０２４０】
　光ディスク装置側通信制御部５６は、通信装置側通信制御部３１とで光ディスク装置２
と通信装置３との通信を制御するものである。
【０２４１】
　通信データ保持部５６１は、通信装置３に送信するためのＯＳやＯＳ用更新情報などの
情報を一時的に記憶したり、通信装置３から送信されてきたＯＳやＯＳ用更新情報などの
情報を一時的に記憶したりするものである。
【０２４２】
　　〔４．連携システムの主な動作〕
　次に、図７に基づいて、バックアップ／リストアシステム１の主な動作について説明す
る。
【０２４３】
　まず、光ディスク装置２が、自装置内でバックアップ処理を行う場合について説明する
と、光ディスク装置２では、図７に示す記録データ確認部５３２が光ディスク装置記憶部
４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳ用更新情報が記録されているか否かを
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確認し、データ記録実行部５４２は、記録データ確認部５３２によって光ディスク装置記
憶部４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳ用更新情報が記録されていること
が確認された場合に、ＯＳ用更新情報を光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ
に記録するようになっている。
【０２４４】
　なお、ＯＳ用更新情報は、光情報記録媒体２００の第３情報記録領域４０Ｂに記録され
ているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿ＵＰＤ（ファイル属性情報）と光ディスク装置記憶部
４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記憶されているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ
＿ＵＰＤとを比較して、ソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記憶されているＯＳ用
更新情報が最新のものであった場合にソフトウェア更新用データ記憶部４０２からＯＳ用
更新情報を読み出し、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに記憶する（差分
バックアップ）。
【０２４５】
　これにより、ソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記録されているＯＳ用更新情報
（最新のもの）を光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに記録させてバックア
ップを行うことができる。
【０２４６】
　また、光ディスク装置２の装置単独で処理が行なわれる場合にソフトウェア更新用デー
タ記憶部４０２にＯＳ用更新情報（最新のもの）が記録されていることが確認された場合
にしか、バックアップを行わないので、無駄なバックアップ処理を行わなくて済む。
【０２４７】
　次に、光ディスク装置２と通信装置３とが連携してバックアップ／リストアシステム１
として動作（バックアップ動作）する場合について説明すると、光ディスク装置２の記録
データ確認部５３２は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１
を介してハードディスク制御部３３に指示して、ハードディスク３２にＯＳ用更新情報（
最新のもの）が記録されているか否かを確認させ、通信装置３の通信装置側通信制御部３
１は、ハードディスク制御部３３によりハードディスク３２にＯＳ用更新情報が記録され
ていることが確認された場合に、ハードディスク制御部３３を介してハードディスク３２
のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２からＯＳ用更新情報を読み出し、光ディスク
装置２に送信するようになっている。
【０２４８】
　なお、ＯＳ用更新情報は、光情報記録媒体２００の第３情報記録領域４０Ｂに記録され
ているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿ＵＰＤ（ファイル属性情報）とハードディスク３２に
記憶されているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿ＵＰＤとを比較して、ハードディスク３２に
記憶されているＯＳ用更新情報が最新のものであった場合にソフトウェア更新用データ記
憶領域３２２からＯＳ用更新情報を読み出し、光ディスク装置２に送信する（差分バック
アップ）。
【０２４９】
　これにより、通信装置側通信制御部３１は、ハードディスク制御部３３によってハード
ディスク３２にＯＳ用更新情報が記録されていることが確認された場合にしか、ＯＳ用更
新情報を光ディスク装置２に送信しないので、ＯＳ用更新情報の無駄な送信を防止するこ
とができる。
【０２５０】
　また、光ディスク装置２の光ディスク装置側通信制御部５６は、通信装置側通信制御部
３１によって送信されたＯＳ用更新情報を受信するようになっている。
【０２５１】
　また、光ディスク装置２のデータ記録実行部５４２は、光ディスク装置側通信制御部５
６によって受信されたＯＳ用更新情報を光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ
に記録するようになっている。
【０２５２】
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　これにより、光ディスク装置２と通信可能な通信装置３のハードディスク３２から光情
報記録媒体２００の第２情報記録領域４０ＡにＯＳ用更新情報を記録してバックアップを
行うことが可能となる。
【０２５３】
　なお、光ディスク装置２のデータ記録実行部５４２は、バックアップを行う前に、待機
状態となり、光ディスク装置ディスプレイ１９にユーザの許可を促す表示を行い、光ディ
スク装置操作部７からのユーザ入力（バックアップ許可）を受けて実行するようにしても
良い。
【０２５４】
　また、データ記録実行部５４２が、光ディスク装置記憶部４及びハードディスク３２の
寿命を監視し、監視状況から上述の動作を制御してバックアップするように構成しても良
い。
【０２５５】
　次に、光ディスク装置２の自装置内でリストア処理を行う場合について説明すると、光
ディスク装置２では、記録データ確認部５３２が、光ディスク装置２の光ディスク装置記
憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１にＯＳが記録されているか否かを確認するよう
になっている。また、記録データ確認部５３２は、光ディスク装置２の光ディスク装置記
憶部４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳ用更新情報が記録されているか否
かを確認するようになっている。
【０２５６】
　また、データ記録実行部５４２は、記録データ確認部５３２によってＯＳが光ディスク
装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１に記録されていないと確認された場合に
、ＯＳを光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１に記録し、又は、記
録データ確認部５３２によってＯＳ用更新情報が光ディスク装置記憶部４のソフトウェア
データ記憶部４０１に記録されていないと確認された場合に、ＯＳ用更新情報を光ディス
ク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１に記録するようになっている。
【０２５７】
　よって、光ディスク装置２は、光情報記録媒体２００の第１情報記録領域２０Ａに記録
されているＯＳ、又は、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに記録されてい
るＯＳ用更新情報を光ディスク装置２の光ディスク装置記憶部４に記録してリストアを実
行することができる。
【０２５８】
　また、記録データ確認部５３２によって、光ディスク装置２の光ディスク装置記憶部４
にＯＳが記録されていないと確認された場合、又は、記録データ確認部５３２によって光
ディスク装置２の光ディスク装置記憶部４にＯＳ用更新情報が記録されていないことが確
認された場合にしかリストアを実行しないので、不必要にリストアが実行されることを防
止することができる。
【０２５９】
　次に、光ディスク装置２と通信装置３とが連携してバックアップ／リストアシステム１
として動作（リストア動作）する場合について説明すると、記録データ確認部５３２は、
光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してハードディスク
制御部３３に指示して、ハードディスク３２にＯＳが記録されているか否かを確認させ、
通信装置側通信制御部３１は、ハードディスク制御部３３によってハードディスク３２に
ＯＳが記録されていないことが確認された場合に、ＯＳを光情報記録媒体２００の第１情
報記録領域２０Ａから読み出して通信装置３に送信するようになっている。
【０２６０】
　また、記録データ確認部５３２は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通
信制御部３１を介してハードディスク制御部３３に指示して、ハードディスク３２にＯＳ
用更新情報が記録されているか否かを確認させ、光ディスク装置側通信制御部５６は、ハ
ードディスク制御部３３によってハードディスク３２にＯＳ用更新情報が記録されていな
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いことが確認された場合に、ＯＳを光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａから
読み出して通信装置３に送信するようになっている。
【０２６１】
　これにより、光ディスク装置側通信制御部５６は、ハードディスク制御部３３によって
ハードディスク３２にＯＳが記録されていないことが確認された場合又はハードディスク
制御部３３によってハードディスク３２にＯＳ用更新情報が記録されていないことが確認
された場合にしか、ＯＳ又はＯＳ用更新情報を通信装置３に送信しないので、ＯＳ又はＯ
Ｓ用更新情報の無駄な送信を防止することができる。
【０２６２】
　また、通信装置３の通信装置側通信制御部３１は、光ディスク装置２からＯＳを受信し
又はＯＳ用更新情報を受信するようになっている。
【０２６３】
　また、通信装置３のハードディスク制御部３３は、通信装置側通信制御部３１によって
受信されたＯＳを通信装置３のハードディスク３２に記録し、又は、通信装置側通信制御
部３１によって受信されたＯＳ用更新情報を通信装置３のハードディスク３２に記録する
ようになっている。
【０２６４】
　これにより、光情報記録媒体２００の第１情報記録領域２０Ａ又は第２情報記録領域４
０Ａから光ディスク装置２と通信可能な通信装置３のハードディスク３２にＯＳ又は前記
ＯＳ用更新情報を記録してリストアを行うことが可能となる。
【０２６５】
　なお、光ディスク装置２のデータ記録実行部５４２は、リストアを行う前に、待機状態
となり、光ディスク装置ディスプレイ１９にユーザの許可を促す表示を行い、光ディスク
装置操作部７からのユーザ入力（リストア許可）を受けて実行するようにしても良い。
【０２６６】
　　〔５．連携システムの動作の詳細〕
　次に、図８に示すフローチャートに基づいて、その動作の詳細について説明する。
【０２６７】
　まず、光ディスク装置２及び通信装置３の電源を入れ、バックアップ／リストアシステ
ム１を稼動状態にして「ＳＴＡＲＴ」となる。
【０２６８】
　　（主としてバックアップのフロー）
　次に、ステップＳ１（以下、ステップは省略する）では、光ディスク装置２に光情報記
録媒体２００が所定の媒体ホルダ（不図示）挿入（装填）されてＳ２に進む。
【０２６９】
　Ｓ２では、ディスク装填認識部６が、光情報記録媒体２００の装填があったことを検出
し、検出結果（検出信号）をディスク管理部５１に送信する。
【０２７０】
　ディスク管理部５１は、上記検出結果を受けて、ディスク識別情報（通常は光情報記録
媒体２００の再生光入射側に対して一番奥の内周側、例えば、第３情報記録領域４０Ｂの
内周側に配置される）を読み出し、光情報記録媒体２００のディスク構造を認識して、そ
の後、再生制御部５２のＲＯＭ再生指示部５２１に動作命令を発する。
【０２７１】
　ＲＯＭ再生指示部５２１は、上記動作命令を受けて記録再生回路群９を介して光ピック
アップ８及びスピンドルモータ１３などを制御して光情報記録媒体２００の第４情報記録
領域２０Ｂからバックアップ用処理プログラム及び第５情報記録領域２０Ｃからリストア
用処理プログラムを再生する。
【０２７２】
　再生データ処理部５２３は、再生回路１６を介して読み出されたバックアップ用処理プ
ログラム及びリストア用処理プログラムの再生情報を受けて、再生データ保持部５３３に
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保持し、その旨をバックアップ・リストア実行部５３１に通知する。
【０２７３】
　バックアップ・リストア実行部５３１は、再生データ保持部５３３からバックアップ用
処理プログラム及びリストア用処理プログラムを読み出すと共に起動させてＳ３に進む。
【０２７４】
　なお、以下のフローでは、バックアップ処理とリストア処理とを或る程度関係づけ、こ
れらの処理を選択的に実行するフローについて説明するが、これらの処理を互いに関係づ
けることなく、個別に行うようにバックアップ／リストアシステム１を構成しても良い。
【０２７５】
　Ｓ３では、バックアップ用処理プログラム及びリストア用処理プログラムに従い、記録
データ管理部５３が、光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１に光情
報記録媒体２００の第１情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳと同一のＯＳが存在し
ているか否かを確認する。
【０２７６】
　また、このとき、記録データ管理部５３は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信
装置側通信制御部３１を介してハードディスク制御部３３に指示して、ハードディスク３
２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２に光情報記録媒体２００の第１情報記録領
域２０Ａに記録されているＯＳと同一のＯＳが存在しているか否かを確認させる。
【０２７７】
　光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１、又は、ハードディスク３
２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれかに光情報記録媒体２００の第１
情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳと同一のＯＳが存在している場合には、「ＹＥ
Ｓ」となりリストア用処理プログラムを終了して、Ｓ４に進む。
【０２７８】
　一方、光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１、又は、ハードディ
スク３２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずにも光情報記録媒体２００の
第１情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳと同一のＯＳが存在していない場合には、
「ＮＯ」となりバックアップ用処理プログラムを終了して、Ｓ１２に進む。
【０２７９】
　次に、Ｓ４では、バックアップ用処理プログラムに従って、再生制御部５２のＲＥ再生
指示部５２２が、記録再生回路群９を介して光情報記録媒体２００の第３情報記録領域４
０Ｂを再生し、ファイル管理情報を読み出す。読み出されたファイル管理情報は、再生回
路１６を介して再生データ処理部５２３に送信され、再生データ処理部５２３は、再生デ
ータ保持部５３３に再生した、ファイル管理情報を一時記憶させてＳ５に進む。
【０２８０】
　Ｓ５では、バックアップ用処理プログラムに従って、記録データ管理部５３の記録デー
タ確認部５３２が、ファイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥと光ディスク装置記憶部４の
ソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記録されているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿Ｎ
ＡＭＥとを比較して、ソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳに対応するＯＳ用更
新情報（第１情報記録領域２０Ａに記録されたＯＳに対応する更新情報、以下同様。）が
存在しているか否かを確認する。
【０２８１】
　このとき、記録データ確認部５３２は、ソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳ
に対応するＯＳ用更新情報が存在している場合には、ＦＩＬＥ＿ＵＰＤを比較してソフト
ウェア更新用データ記憶部４０２のＯＳ用更新情報が最新のもの（光情報記録媒体２００
に記録されているものよりも新しいもの）であるか否かも確認する。
【０２８２】
　一方、記録データ管理部５３は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信
制御部３１を介してハードディスク制御部３３に指示して、ハードディスク３２のソフト
ウェア更新用データ記憶領域３２２に光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに
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記録されているＯＳに対応するＯＳ用更新情報が存在しているか否かを確認させる。
【０２８３】
　このとき、記録データ確認部５３２は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置
側通信制御部３１を介して、ハードディスク制御部３３に、光情報記録媒体２００に記録
されているＯＳに対応するファイル管理情報を送信し、ハードディスク制御部３３は、フ
ァイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥに基づいて、同一のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥのファイル
が存在するか否かを確認し、同一のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥのＯＳ用更新情報が存在している
場合には、ＦＩＬＥ＿ＵＰＤを確認して、該ＯＳ用更新情報が最新のものか否かを確認す
る。
【０２８４】
　光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１、又は、ハードディスク３
２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれかに光情報記録媒体２００の第１
情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳと同一のＯＳが存在している場合には、「ＹＥ
Ｓ」となりリストア用処理プログラムを終了して、Ｓ４に進む。
【０２８５】
　Ｓ５では、記録データ確認部５３２若しくはハードディスク制御部３３によって、光デ
ィスク装置記憶部４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２又はハードディスク３２の
ソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれかに最新のＯＳ用更新情報が存在して
いることが確認された場合には、Ｓ６に進む。
【０２８６】
　一方、Ｓ５で、記録データ確認部５３２若しくはハードディスク制御部３３によって、
光ディスク装置記憶部４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２又はハードディスク３
２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれにも最新のＯＳ用更新情報が存在
していないことが確認された場合には、バックアップ・リストア実行部５３１は、バック
アップ処理用プログラムを終了し「ＥＮＤ」となる。
【０２８７】
　Ｓ６では、バックアップ処理用プログラムに従い、ＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿ＳＩＺ
Ｅに基づいて記憶容量確認部５４１が光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａの
記録容量（空き容量）が充分か否かを確認し、Ｓ７に進む。
【０２８８】
　Ｓ７では、記憶容量確認部５４１が、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ
の記録容量が充分であることを確認できた場合には、その旨を光ディスク装置表示制御部
５５に通知して「ＹＥＳ」となりＳ８に進む。一方、Ｓ６で、光情報記録媒体２００の第
２情報記録領域４０Ａの記録容量が充分でなかった場合には、バックアップ・リストア実
行部５３１にその旨を通知し、バックアップ・リストア実行部５３１は、バックアップ処
理用プログラムを終了し「ＥＮＤ」となる。
【０２８９】
　なお、このとき、光ディスク装置ディスプレイ１９などに「記録できません。」と表示
させるようにしても良い。
【０２９０】
　Ｓ８では、光ディスク装置表示制御部５５は、上記通知を受けて光ディスク装置記憶部
４のユーザ問合せ用画像記憶部４０３からユーザ問合せ用画像を読み出し、光ディスク装
置ディスプレイ１９に「記録しても良いか？」と表示させてＳ９に進む。
【０２９１】
　なお、このとき、通信装置ディスプレイ３６に「記録しても良いか？」と表示させる構
成を採用しても良い。
【０２９２】
　Ｓ９で、光ディスク装置操作部７（又は通信装置キーボード３７によりユーザの指示を
受けるよう構成しても良い）を介してユーザから記録許可が入力された場合には、「ＹＥ
Ｓ」となりＳ１０に進む。
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【０２９３】
　一方、Ｓ９で、光ディスク装置操作部７を介してユーザから記録不許可が入力された場
合には、「ＮＯ」となり、記録制御部５４は、その旨をバックアップ・リストア実行部５
３１に通知する。バックアップ・リストア実行部５３１は、バックアップ処理用プログラ
ムを終了し「ＥＮＤ」となる。
【０２９４】
　Ｓ１０では、バックアップ処理用プログラムに従い、最新のＯＳ用更新情報がソフトウ
ェア更新用データ記憶部４０２に記憶されている場合には、データ記録実行部５４２が、
そのＯＳ用更新情報を読み出し、記録再生回路群９を介して光情報記録媒体２００の第１
情報記録領域２０ＡにＯＳ用更新情報を記録する。このとき、元のＯＳ用更新情報に対応
するファイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＡＤＲのアドレス開始位置からＯＳ用更新情報を上書
きし、不要な残余データは削除してＳ１１に進む。
【０２９５】
　一方、バックアップ処理用プログラムに従い、最新のＯＳ用更新情報がソフトウェア更
新用データ記憶領域３２２に記憶されている場合には、データ記録実行部５４２が、光デ
ィスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してハードディスク制御
部３３に指示して、そのＯＳ用更新情報を読み出させ、光ディスク装置２に送信させる。
【０２９６】
　光ディスク装置側通信制御部５６は、上記ＯＳ用更新情報を受信すると、通信データ保
持部５６１に該ＯＳ用更新情報を一時記憶させて、その旨をデータ記録実行部５４２に通
知する。
【０２９７】
　データ記録実行部５４２は、上記通知を受けて、記録再生回路群９を介して光情報記録
媒体２００の第１情報記録領域２０ＡにＯＳ用更新情報を記録する。このとき、元のＯＳ
用更新情報に対応するファイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＡＤＲのアドレス開始位置からＯＳ
用更新情報を上書きし、不要な残余データは削除し、Ｓ１１に進む。
【０２９８】
　Ｓ１１では、データ記録実行部５４２が、光情報記録媒体２００の第３情報記録領域４
０Ｂに記録されているファイル管理情報を、光情報記録媒体２００に記録したＯＳ用更新
情報に対応して更新し、その旨をバックアップ・リストア実行部５３１に通知する。
【０２９９】
　バックアップ・リストア実行部５３１は、上記通知を受けてバックアップ処理用プログ
ラムを終了し「ＥＮＤ」となる。
【０３００】
　　（主としてリストアのフロー）
　次に、Ｓ１２では、リストア用処理プログラムに従って、データ記録実行部５４２が、
再生制御部５２のＲＯＭ再生指示部５２１に指示して、光情報記録媒体２００の第１情報
記録領域２０Ａに記録されているＯＳを再生させる。
【０３０１】
　次に、再生データ処理部５２３は、再生回路１６を介して送信されてくるＯＳの再生情
報を再生データ保持部５３３に一時記録させ、その旨をデータ記録実行部５４２に通知す
る。
【０３０２】
　データ記録実行部５４２は、再生データ保持部５３３に記録されたＯＳを読み出し、光
ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１に記憶させてＳ１３に進む。
【０３０３】
　一方、データ記録実行部５４２は、再生データ保持部５３３に記録されたＯＳを読み出
し、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してハードディ
スク制御部３３にＯＳを送信し、ハードディスク制御部３３が、受信したＯＳをハードデ
ィスク３２のソフトウェアデータ記憶領域３２１に記録させても良い。この場合にもＳ１
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３に進む。
【０３０４】
　次に、Ｓ１３では、リストア用処理プログラムに従って、再生制御部５２のＲＥ再生指
示部５２２が、記録再生回路群９を介して光情報記録媒体２００の第３情報記録領域４０
Ｂを再生し、ファイル管理情報を読み出す。読み出されたファイル管理情報は、再生回路
１６を介して再生データ処理部５２３に送信され、再生データ処理部５２３は、再生デー
タ保持部５３３に再生した、ファイル管理情報を一時記憶させてＳ１４に進む。
【０３０５】
　次に、Ｓ１４では、リストア用処理プログラムに従って、記録データ管理部５３の記録
データ確認部５３２が、ファイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥと光ディスク装置記憶部
４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記録されているＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ
＿ＮＡＭＥとを比較して、ソフトウェア更新用データ記憶部４０２にＯＳ用更新情報（Ｏ
Ｓに対応する更新情報）が存在しているか否かを確認する。
【０３０６】
　一方、記録データ管理部５３は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信
制御部３１を介してハードディスク制御部３３に指示して、ハードディスク３２のソフト
ウェア更新用データ記憶領域３２２に、光情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａ
に記録されているＯＳに対応するＯＳ用更新情報が存在しているか否かを確認させる。
【０３０７】
　このとき、記録データ確認部５３２は、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置
側通信制御部３１を介して、ハードディスク制御部３３に、光情報記録媒体２００に記録
されているＯＳに対応するファイル管理情報を送信し、ハードディスク制御部３３は、フ
ァイル管理情報のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥに基づいて、同一のＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥのファイル
が存在するか否かを確認する。
【０３０８】
　光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１、又は、ハードディスク３
２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれにも光情報記録媒体２００の第１
情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳに対応するＯＳ更新情報が存在していない場合
には、「ＹＥＳ」となりＳ１５に進む。
【０３０９】
　一方、光ディスク装置記憶部４のソフトウェアデータ記憶部４０１、又は、ハードディ
スク３２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２のいずれかに光情報記録媒体２００
の第１情報記録領域２０Ａに記録されているＯＳに対応するＯＳ更新情報が存在している
場合には、バックアップ・リストア実行部５３１がリストア用処理プログラムを終了して
、「ＥＮＤ」となる。
【０３１０】
　Ｓ１５では、リストア用処理プログラムに従い、ＯＳ用更新情報のＦＩＬＥ＿ＳＩＺＥ
に基づいて記憶容量確認部５４１が光ディスク装置記憶部４のソフトウェア更新用データ
記憶部４０２の記憶容量を確認する。次に、記憶容量確認部５４１は、光ディスク装置側
通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してハードディスク制御部３３にハー
ドディスク３２の記憶容量を確認してＳ１６に進む。
【０３１１】
　Ｓ１６では、記憶容量確認部５４１が、光ディスク装置記憶部４のソフトウェア更新用
データ記憶部４０２又はハードディスク３２のソフトウェア更新用データ記憶領域３２２
の記録容量が充分であることを確認できた場合には、その旨を光ディスク装置表示制御部
５５に通知して「ＹＥＳ」となりＳ１７に進む。一方、Ｓ１６で、光ディスク装置記憶部
４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２又はハードディスク３２のソフトウェア更新
用データ記憶領域３２２の記録容量がいずれも充分でなかった場合には、バックアップ・
リストア実行部５３１にその旨を通知し、バックアップ・リストア実行部５３１は、リス
トア処理用プログラムを終了し「ＥＮＤ」となる。
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【０３１２】
　Ｓ１７では、光ディスク装置表示制御部５５は、上記通知を受けて光ディスク装置記憶
部４のユーザ問合せ用画像記憶部４０３からユーザ問合せ用画像を読み出し、光ディスク
装置ディスプレイ１９に「記録しても良いか？」と表示させてＳ１８に進む。
【０３１３】
　なお、このとき、通信装置ディスプレイ３６に「記録しても良いか？」と表示させる構
成を採用しても良い。
【０３１４】
　Ｓ１８で、光ディスク装置操作部７（又は通信装置キーボード３７からユーザに入力さ
せるように構成しても良い）を介してユーザから記録許可が入力された場合には、「ＹＥ
Ｓ」となりＳ１９に進む。
【０３１５】
　一方、Ｓ１８で、光ディスク装置操作部７を介してユーザから記録不許可が入力された
場合には、「ＮＯ」となり、記録制御部５４は、その旨をバックアップ・リストア実行部
５３１に通知する。バックアップ・リストア実行部５３１は、リストア処理用プログラム
を終了し「ＥＮＤ」となる。
【０３１６】
　Ｓ１９では、リストア処理用プログラムに従い、データ記録実行部５４２が、光情報記
録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに記録されているＯＳ用更新情報を読み出し、光
ディスク装置記憶部４のソフトウェア更新用データ記憶部４０２に記憶させる。
【０３１７】
　或いは、Ｓ１９で、リストア処理用プログラムに従い、データ記録実行部５４２が、光
情報記録媒体２００の第２情報記録領域４０Ａに記録されているＯＳ用更新情報を読み出
し、光ディスク装置側通信制御部５６及び通信装置側通信制御部３１を介してハードディ
スク制御部３３に送信して、そのＯＳ用更新情報をハードディスク３２のソフトウェア更
新用データ記憶領域３２２に記憶させる。
【０３１８】
　データ記録実行部５４２が、光ディスク装置記憶部４のソフトウェア更新用データ記憶
部４０２にＯＳ用更新情報を記録するか、又はハードディスク３２のソフトウェア更新用
データ記憶領域３２２に記録した場合には、その旨をバックアップ・リストア実行部５３
１に通知し、バックアップ・リストア実行部５３１は、リストア処理用プログラムを終了
させて「ＥＮＤ」となる。
【０３１９】
　以上より、ソフトウェア、コンテンツ及びこれらの利用に供される更新情報などの各種
情報のバックアップやリストアなどを必要な時間と労力を低減させて簡単に行うことがで
きる。
【０３２０】
　なお、本発明の情報記録媒体は、各種情報の読み出しが可能な情報記録媒体であって、
予め第１のデータが記録された第１の情報記録領域と前記第１のデータに基づく第２のデ
ータが記録再生可能な第２の情報記録領域とを有していても良い。    
【０３２１】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記第２の情報記録領域に記録されている前記第２の
データを管理するためのファイル管理情報が記録再生可能な第３の情報記録領域を有して
いても良い。
【０３２２】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記第１のデータは固定データであって、前記第２の
データは、第１のデータに対する更新情報であっても良い。
【０３２３】
　また、本発明の情報記録媒体は、ファイル管理情報は、ファイル名、更新日時のうち少
なくとも一つを基にして算出された情報であっても良い。
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【０３２４】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記第３の情報記録領域に記録されているファイル管
理情報を元に前記第２のデータを第２の情報記録領域に記録するためのバックアップ処理
プログラムが予め記録されている第４の情報記録領域を有していても良い。
【０３２５】
　また、本発明の情報記録媒体は、前記第３の情報記録領域に記録されているファイル管
理情報を元に前記第２のデータをリストアするためのリストア処理プログラムが予め記録
されている第５の情報記録領域を有していても良い。  
【０３２６】
　また、本発明の情報記録媒体は、光情報記録媒体であって、基板上に、再生光によって
情報を読み出すことが可能な複数の情報記録層と、前記基板より最も遠い位置に設けられ
た透光層とを有し、前記複数の情報層記録層の各々を分離する中間層と、前記複数の情報
記録層のうち、少なくとも１層が情報の書き換えができない記録層であり、他の情報記録
層のうち少なくとも１層が情報を記録可能な層で構成された光情報記録媒体であり、前記
情報の書き換えができない記録層が前記第１情報記録領域に割り当てられ、前記情報を記
録可能な層が前記第２情報記録領域及びまたは前記第３情報領域に割り当てられていても
良い。
【０３２７】
　また、本発明の情報記録媒体は、光情報記録媒体であって  基板上に、再生光によって
情報を読み出すことが可能な複数の情報記録層と、前記基板より最も遠い位置に設けられ
た透光層とを有し、前記複数の情報層記録層の各々を分離する中間層と、前記複数の情報
記録層のうち、少なくとも１層が情報の書き換えができない記録層であり、他の情報記録
層のうち少なくとも１層が情報を記録可能な層で構成された光情報記録媒体であり、前記
情報の書き換えができない記録層が前記第１情報記録領域、及びまたは前記第４情報領域
、第５情報記録領域に割り当てられ、前記情報を記録可能な層が前記第２情報記録領域及
びまたは前記第３情報領域に割り当てられていても良い。
【０３２８】
　また、本発明の情報記録再生装置は、前記情報記録媒体の第３の情報領域から再生した
ファイル管理情報に基づいて第２のデータを前記情報記録媒体の第２の情報記録領域に記
録しても良い。 
【０３２９】
　また、本発明の情報記録再生装置は、前記情報記録媒体の第３の情報領域から再生した
ファイル管理情報に基づいて第２のデータを情報記録再生装置内の所望の情報記録領域に
記録しても良い。
【０３３０】
　また、本発明のバックアップシステムは、前記情報処理装置は、各種データの記録再生
を行う主記録装置と、前記情報記録媒体の記録再生を行う情報記録再生装置とそれらを制
御する制御部とを少なくとも有し、前記バックアップシステムは、主記録装置に第１のデ
ータの有無を判別する第１の判別手段と、主記録装置に第２のデータの有無を判別する第
２の判別手段と、情報記録媒体の第２の情報記録領域への第２のデータの記録可否を判別
する第３の判別手段と、前記第１の判別手段、第２の判別手段、および第３の判別手段の
判別結果を受けて行われる、第２の情報記録領域に第２のデータを記録する第１の記録手
段とを含んでも良い。
【０３３１】
　また、本発明のリストアシステムは、前記情報処理装置は、各種データの記録再生を行
う主記録装置と、前記情報記録媒体の記録再生を行う情報記録再生装置とそれらを制御す
る制御部とを少なくとも有し、前記リストアシステムは、主記録装置に第１のデータの有
無を判別する第４の判別手段と、前記第４の判別手段の判別結果を受けて行われる、主記
録装置に第１のデータを記録する第２の記録手段と、情報記録媒体の第２の情報記録領域
に第２のデータの有無を判別する第５の判別手段と、主記録装置への第２のデータの記録
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可否を判別する第６の判別手段と、前記第５の判別手段、第６の判別手段の判別結果を受
けて行われる、主記録装置に第２のデータを記録する第３の記録手段とを含んでも良い。
【０３３２】
　なお、本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲
で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組合
せて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０３３３】
　最後に、バックアップ／リストアシステム１、光ディスク装置２及び通信装置３の各ブ
ロック、特に光ディスク装置制御部５は、ハードウェアロジックによって構成してもよい
し、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【０３３４】
　すなわち、バックアップ／リストアシステム１、光ディスク装置２及び通信装置３は、
各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ（central processing unit）
、前記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）、前記プログラムを展開するＲ
ＡＭ（random access memory）、前記プログラムおよび各種データを格納するメモリ等の
記録装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明の目的は、上述した機能を実現
するソフトウェアであるバックアップ／リストアシステム１、光ディスク装置２及び通信
装置３の制御プログラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラ
ム、ソースプログラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、前記光デ
ィスク装置２に供給し、そのコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録され
ているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０３３５】
　前記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやコンパクトディスク－ＲＯ
Ｍ／ＭＯ／ＭＤ／デジタルビデオデイスク／コンパクトディスク－Ｒ等の光ディスクを含
むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマ
スクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用
いることができる。
【０３３６】
　また、バックアップ／リストアシステム１、光ディスク装置２及び通信装置３を通信ネ
ットワークと接続可能に構成し、前記プログラムコードを通信ネットワークを介して供給
してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定されず、例えば、インターネット
、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮
想専用網（virtual private network）、電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利
用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒体としては、特に限定されず、
例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ
回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも
利用可能である。
【産業上の利用可能性】
【０３３７】
　本発明は、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピーディスク／ハードデ
ィスク等の磁気ディスクやコンパクトディスク－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／デジタルビデオデ
イスク／コンパクトディスク－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリ
カードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲ
ＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などの各種情報記録媒体や、ＲＯＭ層、ＲＥ
層及びＲ層が混在した多層構造の光情報記録媒体などに広く適用することができる。また
、ＰＣやモバイル、携帯電話などの情報処理装置又は情報通信装置外部の情報記録媒体に
バックアップをとる方法、情報処理装置又は情報通信装置とネットワークで接続されたサ
ーバ装置にバックアップをとる方法及び情報処理装置又は情報通信装置に接続されたハー
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ドディスク装置などにバックアップをとる方法などにも広く適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０３３８】
【図１】本発明における一実施形態の情報記録媒体の構造、記録データ及びその内容の概
要を示す模式図である。
【図２】（ａ）は、前記情報記録媒体におけるファイル管理情報の属性情報を示す図であ
り、（ｂ）は、単一ファイルに付属する属性情報の一例を示す図であり、（ｃ）は、同属
性情報の他の例を示す図であり、（ｄ）は、同属性情報の他の例を示す図である。
【図３】本発明における他の実施形態の情報記録媒体の構造を示す模式図である。
【図４】本発明におけるさらに他の実施形態の情報記録媒体の構造を示す模式図である。
【図５】本発明における一実施形態の連携システムの構成を示すブロック図である。
【図６】本発明における一実施形態の情報再生記録装置の構成を示すブロック図である。
【図７】前記情報再生記録装置の要部構成を示すブロック図である。
【図８】前記連携システムの動作の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０３３９】
　　１　　バックアップ／リストアシステム（連携システム）
　　２　　光ディスク装置（情報記録再生装置）
　　３　　通信装置（情報通信装置）
　　４　　光ディスク装置記憶部（他の記録媒体，記録部）
　　５　　光ディスク装置制御部
　　６　　ディスク装填認識部
　　７　　光ディスク装置操作部
　　８　　光ピックアップ
　　９　　記録再生回路群
　１０　　透光層
　１１　　アクチュエータ
　１２　　光ヘッド
　１３　　スピンドルモータ
　１４　　ピックアップ駆動回路
　１５　　レーザ駆動回路
　１６　　再生回路
　１７　　アクチュエータ駆動回路
　１８　　スピンドルモータ駆動回路
　１９　　光ディスク装置ディスプレイ
　２０　　第１情報記録層（情報を読み出すことのみ可能な層，情報記録層）
　２０Ａ　第１情報記録領域
　２０Ｂ　第４情報記録領域
　２０Ｃ　第５情報記録領域
　３０　　中間層
　３１　　通信装置側通信制御部（受信制御手段、送信制御手段）
　３２　　ハードディスク（他の記録媒体，通信装置記録部）
　３３　　ハードディスク制御部（記録制御手段，第１情報確認手段，第２情報確認手段
）
　３４　　通信装置制御部
　３５　　通信装置メモリ
　３６　　通信装置ディスプレイ
　３７　　通信装置キーボード
　４０　　第２情報記録層（情報を追記録することのみが又は情報を書き換えることが可
能な層，情報記録層）



(37) JP 5000632 B2 2012.8.15

10

20

30

　４０Ａ　第２情報記録領域
　４０Ｂ　第３情報記録領域
　５０　　基板
　５１　　ディスク管理部
　５２　　再生制御部
　５３　　記録データ管理部（第１情報確認手段，第２情報確認手段）
　５４　　記録制御部（記録制御手段）
　５５　　光ディスク装置表示制御部
　５６　　光ディスク装置側通信制御部（送信制御手段、受信制御手段）
　５７　　ピックアップ制御部
　５８　　レーザ制御部
２００，２０１　　光情報記録媒体（情報記録媒体）
３２１　　ソフトウェアデータ記憶領域（他の記録媒体，通信装置記録部）
３２２　　ソフトウェア更新用データ記憶領域（他の記録媒体，通信装置記録部）
４０１　　ソフトウェアデータ記憶部（他の記録媒体，記録部）
４０２　　ソフトウェア更新用データ記憶部（他の記録媒体，記録部）
４０３　　ユーザ問合せ用画像記憶部
５２１　　ＲＯＭ再生指示部
５２２　　ＲＥ再生指示部
５２３　　再生データ処理部
５３１　　バックアップ・リストア実行部
５３２　　記録データ確認部（第１情報確認手段，第２情報確認手段）
５３３　　再生データ保持部
５４１　　記憶容量確認部
５４２　　データ記録実行部
５６１　　通信データ保持部
ＯＳ（オペレーティング・システム：第１情報，ソフトウェア）
ｍｐｅｇデータ（エムペグファイル：第１情報，コンテンツ）
ＯＳ用更新情報（第２情報，更新情報）
動画用修正情報（第２情報）
ＦＩＬＥ＿ＮＡＭＥ（ファイル属性情報）
ＦＩＬＥ＿ＡＤＲ（ファイル属性情報）
ＦＩＬＥ＿ＴＹＰＥ（ファイル属性情報）
ＦＩＬＥ＿ＳＩＺＥ（ファイル属性情報）
ＦＩＬＥ＿ＵＰＤ（ファイル属性情報）
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